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ぼくが

はじめましてLぼくたちカえ大阪ガスの ザ大阪方ス

温水床暖房& 浴室暖房乾燥機の、新しい目じるしで京

え・テ‘イツク・ブルーナ

lI uSlral ion Di ck sruna. @  Copyr ight  tl. lercis  by. .  1969 

... 

ガスによるj昆水でL

足もとからお部屋全体を

ぽかぽか暖めます:

です。

ガス温水床暖房〈ヌック〉。

( 通話伝説1謀議選能主 )

( お部屋の空気抑制二除去にも効果的 )

健康的な暖房です: )  

(  M 暖 房 貸 工 事 質 問 出 掛J )  

低コストな暖房です: )  

ξ b示ヲヲ

ぼくが です。

え・ テsイツク・フルーナ

lI uslf alI on Oick sruna. @  Copyri ght Merci s by. ， 1967 

... 

ガスによるiE水で、

浴室とお洗濯物をしっかり乾燥。

暖房・換気もできる

浴室暖房乾燥機〈カワック〉。

( プ 引 シ ー 椅 吋 雨 の 問 問 も )

洗濯物を乾かします: )  

(  カ ビ ニ オ イ の 発 生 掛 川 つ も 清潔に )  

浴室を乾かします。 J

(  冬 の 番 風 酌 円 叫 も 快 適 に )  

浴室を暖めます。 )

l申

雪之元可:み



木造三階建共同住宅

メープルコート

見学会

第3回グリーンセミナー

大阪市における

民有地緑化推進

と助成

.・，

ひとり+部信リ.aどり

『 喧 岨 幽 晶 画 幽 ー 一

まちの緑化

日 本建 築 協会

。 畠

冨固

日 時 1994年 11 月8日例

11 :00- 13:00 

講 師 浅.:r1信之/ 大阪府住宅供給公社

建設部建諒果参事

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地 セ ミ ナ ー ハ ウ ス

東大阪市菱江吉田島之内

参 加 費 会 員 1，000円、→宣 1，5∞円

申 込 11 月| 日閃までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1)催し名( メープルコート見学会)

2) 氏名

3) 会員・ーー般の別

4)職場名

5) 参加証郵送先

6) 溜 銑 電 話 番 号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月2日嗣に

発送します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1-1 干530

大阪駅前第3ビル21階

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

大阪市では、平成2年に開催されました

「国際花と緑の博覧会」のE旦念と成果

を継承し、 21世紀に向けて花と緑あふ

れるまちを実現するために、「花と緑の

まちづくり宣言」を行うとともに、民有

地緑化をf量進するための「花と緑のま

ちづくり推進基金」を設置しました。そ

して平成3年度から、公共緑化と民間緑

化を総合的に推進する「グリーナリ一

大阪初日5事業」を実施しています。

公共緑化の中では、公園樹及び街路樹

の数が、昭和38年度末に約44万本であ

ったのが、平成4年度末には約732万本

とめさ' ましく増加しています。一方、民

有地緑化の推進については、基金を活

用して、民間緑化への助成から緑化普

及啓発事業まで、幅広くさまさ' まな事

業を行っています。なかでも民間緑化

への助成については、緑化後進を図る

とともに、都市景観の侃上及ひ1景境改

カナダの設計と建築資材によるツーパ

イフォー工法の木造3階建共同住宅「メ

ーフルコ ト」が 11月に竣工します。木

造ならではの自然のぬくもり感、柱・梁

のない開放的て明るくスッキりした室

内、現代的な居間を中心にしたオープ

ンフランニング、そして耐火・耐震・断

熱・遮音性に対する様々な工夫等、ぜひ

この機会にご見学下8 い。

善に容与することを目的に「蜘也緑化

への助成」 ・「酷産物緑化への助成」の

二つの事業を行っています。

事業の内容は、市域において、公共道路

に面した事業所、工場、駐車場、住宅な

どの、民間敷地や民間車宣物の緑化に

対して、上限を200万円として、植栽貨

の2分の l以内を助成するものです。

今回は、この助成制度の活用について

の申請手続きや、緑化スペースにあっ

た植栽手法のアドバイス等を、スライ

ドを交えてこ説明いたします。

. 説明内容

1.  r建物に付属する緑化指導指童むの

解 説

2.民有I也緑化への助成

1  ) 蜘幌化への助成

2) 建物緑化への助成

- 建築概婆

所 在 地 点大阪市菱江古 111 Ａ Ｚ ｾと ｬ 人 ｬ

施 . : F . 大阪府住宅供給公社

基本設計 橋本・ポールス主s築設J I"I I務 j苛

実施設計一 色建築 設 ｊ Ｑ Ｇ Ｔｾ 務所Ｈ東京Ｉ

施 工大越工業 ・ ｩ ｾ ｉＱｉ ｊ ｭ ｘＡ ｊｶ

施工協力 カナディアン・インターナショナル・ピJ ν ダーズ

敷地 l仰向 4.342.58m'  

建築 ｬ Ｈｩｪ ｦ ｊ ｾ 1. 535. 05m'  

延 jよI同制 3，849. 14m'  

情造規模 木造、 3F

)'  散 44戸+ 集会室+ 駐車場34台

! 却J 1993
i
l'-12J J  - 1994' I' -11) J  

日 時 1994年10月21 日倒

18:30-20:30 

講 師 井 上 恵/ 大阪市建設局花と

緑の推進本部企画課係長

平尾暢章/ 同緑化課主査

山本光志/ 大阪市計画局建築

指導音防時課主査

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大鵬R前第3ピル21階

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 無 料

申 込 10月14日働までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名( グリーンセミナー)

2) 氏名

3) 会員・一般の別

4) 職場名

5) 参力后E 郵送先

6); 斡先電話番号

をお知らせ車買います。

* 参加証を 10月17日(月)に

発送します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト3- 21∞

大F感 R前第3ビル21F 〒530

FAX 348-0634 TEL  348- 0633 

建 築 と 社 会 ・1994.9



日本建築協会協賛

講習会「構造設計に

おける新しい試み」

(初日本建築協会編

『建築設計者のため

の設備知識』

刊行

割引価格で頒布

建築空間の対見模化 ・多様化 ・高性能

化が進んでいる中、制日本建築学会近

畿支部は、橋信宣言十において新しい試

みに挑戦している言宣言十者を招き、講習

会を開催します。

講習会は 2 部構成とし、前半部では構

造計画 ・設計う去に関する新しい試みや

提案を、後半部では現在計画または施

工中の具体的な建築物の計画・言宣言十を

通じて衛宣言宣計のIlIt念 ・考え方、創意

工夫を、お話しいただく予定です。

日 時 1994年11 月30 日制

ＱＰ ・ ＰＰｾＱＶＺ 45 

会 場 建 設 交 流 館 グ リーンホール

大阪市西区立売堀2ー卜 2

TEL. 06- 543- 2551 

定 員 300名( 先着順)

このたび( 紛日本建築協会の編著、側オ

ーム社の出版で r建築Z宣言作者のための

設備知識」を刊行いたしました。

この著書は、本会機関誌「建築と社会」

ＱＹＹＰ 年 ｾＱＹＹＲ 年に Ｓ 固にわたり特 集し

た内容をベースに、環境問題にゆれる

現在の社会状況を織り込み、融庁の情

報を盛り込仁べ〈新たに害き起こした

もので、幸廷華には、東畑建築事務所、日

建設言十、安井建築設計事務所、大阪ガ

ス、関西電力の設備設詐者約20名が当

たり、本会の編集委員会計儲主を重ね

ました。

第一線て勺舌躍する設備諒十者が、実務

において、建築と設備のかかわりあう

場で直面した問題を掘り起こし、その

解決を選択肢て示した本舎は、意匠設

計者のみならず、初歩の言釘綜宣言行告に

も矧回の資料になるものと思います。

本書は、 10月から全国の害庖庖頭に出

参加費協賛団体会員 11 ，000円

(テキスト代含む)

申 込 氏 名 ・年齢 ・会員種別 ・勤務

先 ・丞絡釘主所等を明記した

申込書に参加賀を添えて、 11

月22日までに下記へ。

日本建築学会近畿支部

干550 大阪市西区靭本町ト

8- 4  TEL. 06- 443- 0538 

※ 銀行振込は不可。

プpロク.ラム

|  多様な概髭宣言十の背景について/

辻文三氏 ( 神戸大学)

2  鉄骨骨組み構造物の設計支援シス

テムー「介解」と「統合J' 二基づく鉄

骨重量最小化ー/ 布山裕之氏( 三

菱重工業)

ていますが、本会でも図書の販売をい

たします。本会では特別価格として、定

価 (50∞円) の 2割引の4，∞o円( 郵送の

場合は送料380円/1冊要) て頒布します

ので、お買い求め下さるようお願い申

し上げます。

詳細お問い合わせ、およひ官詩人申込は、

(初日本建築協会へお願いします。

編著者 社団法人 日本建築協会

( 東畑建築事務所/ 北島章因 ・

弓崎幸治 ・坂田進 ・城下善雄 ・

中野格、 日建 諒十/ 稼岡茂・

瀬戸良昭 ・押図忠明、安井建

築設計事務所/ 白根東治・山

根敏和・水谷広;台、大阪ガス

/ 中村秀行 ・佐々木明美、関

西電力/ 中村秀夫 ・大木俊郎、

ほか)

干530 大阪市北区梅田1 - 1 - 3

- 2100 TEL06司 348-0635

- 支部だより/ 中国支部 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー哩_ . ' :

3. 被害レベル告岬言宣言十法一高張力鋼

と低降伏点鋼を使用したピル構造

一/ 岩田衛氏 (新日本鎚戴〉

4  ハンガーフレーム構造ー泉大

東地区第一種市街地再開発ー/ 平

野忠人氏( 環境開発研究所)

5  構造設計をダイナミックに展開す

るために一東京国際フォーラムー

/ 渡辺邦夫氏( 構造設計集団)

6.  大声見+ 莫コンクリートシエ j レドーム

一大阪市中央体育館( 仮称) ー/

原克己氏( 日建設計)

7.  パラグライダ一斉S状 と森空間への

挑戦ー北九州市穴生ドームー/ 重

松雄二氏( 東畑建築事務所)

8. 質疑応答( パ才、ルディスカ ツショ

ン形式)

発行所( 油オーム社

干 101 東京都千代田区神田錦

町' 3- 1 TEL03-3233-0641 

体 裁 85判、 220頁、上製本

定価5，000円

今年 1 月号の「主l ! 築と社会」誌に、 ':1'[主|支部の特

集として第12凹アジア競投大会の内容や施設を紹

介させていただく機会を停ました。側広島アジア

鮒支大会MW，&委員会や1M設の管理者、そして設計

や建設に携わられた多くの皆さんの非おに温かい

ご理解とご支援をいただき、約半年の日 l侍を婆し

ましたが、なんとか ｅ 羽ｾを果たせたと、編集にあ

たりました一同感謝しています。

会員の皆さんもアジア競技大会の応援と合わせ、

ぜひ これらの|縦割包設を凡学していたTごけたらと

思っています。

今回の特集 にあたり 本部からご支援をいただき、

いささか支部運営に余絡がて3 ました。 そこでア

ジア競技大会組織委員会にし、〈ばくかのごttJJ 力を

いたしましたところ、大変立派な感謝状ぞいたTご

きましたのであわせてご報告いたします。

自主

4.-::: ｾ＠

4主手会

合 言 ヰ

格 2 2

褒 2

おかげをもちまして記事の内務も分かりやすく、

総設の写其も立派であると大変好評ぞ得ています。

2  

日本主l ! 築協会 中|王|支 部/ 横田昇三

え :4f

i主主

fJ  



今 月 の 表 紙

富士商ビル

写 真 東 出 清彦

表紙デザイン 側アクロス

建築と社会側固
A R CHl TECT UR E  A N D  S OCIE T Y  

J OUR NAL  O F  T HE  ARCHI T E CT URAL  ASSOCI ATI QN O F  J AP AN 

- 特集予告

10月号/ 建築設備の C Gシミュ

レーション

村野、森建築事務所

創立 65周年記念( 仮称)

11 月号/ 機造奨

特 集 .
集合住宅団地 リニ ュー

アル

12月号/ 第41 回青年技術者

関西国際空港

潔

川公

言

袋

企

薬

山広

丹

維

犬

行

汗

村

川

本

両

日

山

市

開

銭

-一

長

長
A

T

A

 

会

副

編集委員会( 平成 6 年度)

. 編集理事 * 設備分科書

Ｍ ， ｉｾ 柳 ，.-1  ｾ＠ ｾ号本在 ， Ｍ ｴ ミ ヲ Ｑ

0 荒-Jl : rl't， kiW I  JJ Il 久夫

)1'  1-. ，ｾｾＺ＠ 述治 jJ主

小ｾＺＩ雄Ａ促 ＩＱ Ｇ .&，修

UHi  m:' ; ， i開fiU 降之

竹中 鍬 ー ; 伊達i E tft

1草fl 実 111 ノ却l I i f 幸

絞 村 ，'<二三 rn村」宇 三郎

湘神ｾ Ｚ至 即 Ｑ * 施工制軒骨科書

r 山 繁 . f . i 光 利tfi

・鑑集顧問 ItIi IJI 実

JI( 平光 ;  渓 '1、雄八 ifl 主主

. 編集委員 :  ［ｾＪ＠ 史典

* 計画系骨科書 '1' 1'11 訓l草

食 ｾＱ Ｍ ｬｬｉ ｩｬ 系 i  占111 i正一二

f}' 縫 巡幸 * 法令骨科会

悔 村 志 向 ! 乾 1品!ft

小 柿 久 子 i  ※入 iUII 行[て

鈴 木 克彦 : 怪 IJI 攻

fll 'i' 1(( 人 !  雄 μ 史郎

松 川 敏JE I  Ij J[.:' 1)J_"t， 

楠 l地 点 紀 : '1
1
州 苧 手

出 占 村 !kl( i  ・ 作品作品l‘委員会

合住策，1I "1i1I) 系 i 赤本 除

荒 11' 1専 :  小笠l副総理

※ 石 山 道リl 小野 IE人

機 村 千 恵 r '  尼崎 久純

上 杉 秀 降 ) 111 比朱 f

H 話1I 敏 史 :  合洲公千 F

代t f ι ，;  1  ｾ杉 ＱＱ 日繁
笹 村 欽 也 111中J ! } 一

佐雌イ、 て1j :  C '  .. ｾｉ［ｉｊｉ＠ ，11. 1i 

域本 a郎 :  雌 械 ;陪:J::

H 金 凶 リ } li ij川 治彦

山本 医 1;l iLlI -fiま

合 i / t H 住宅呆 :  l1'l1J 1  敏彦

石J Ij {! ; ，.  ， 哨IJI 俊松

太絹虞111兵 ;  松 111 祥弘

加li ，島 )J 白 地占fl -向i

1'1); .f ll 幸 !  ・書員企画小署員主

<tilli かはる fJ ' j皇 自Ilml

I 藤 JI と :  0 稲 本 I; i ( .  

小槌 音除 ! 茨木 保

小品 i草人 !，骨 谷 市a

ｲｾＧＺｪ＠ t岳 文 百 :  e 谷村民治

※ 中村 苧之 !  小坂陥鉄雄

知l 康之 f"' .ffHII *，" ( .  

1: .¥111 1I1利 W.tf 洋

l1'l 11l 刈 1- ， 尚111 光雄

* 構造骨科書 i  品 情 胞 子

羽1Ji! - : J 主: 原 [1 IIJIi芋

1，'I .f: j圭! f t :  柄欄 l  l 利

山 本 女 ザl 訟イ; T 秋

竹 tf 'i，;)元 IU場 f，i;(-

ｾ川 J e英 ;  ・広告企画小委員主

111'1' 緋太郎 ， 池淵 {畳ザ;

築 谷 j出也 J ニiI' ，'，一

波 :古利治 : 0勝 ー弘

何 邦弘ｪｩｬｊ ｊｾＡ lE! ft 

内 村 議 芯 ;  ぷ川 ｾｩｦ
l' i 姶 宇 リ ; ; 量IUi ，¥八nli

・ 藤 川 平 占

:  lLJ ド 修 riJ

(ll 1; i l H 0 品1I 委! i 長※ 幹事

f. 11 届IJ '1と l瓦 6
i
p 9 Jl 20 H

先 行 平 1& 6  11三 9 Jl 25 11 

発行人 相団法人 H 本主主築協会

発行所羽 111法人 11 本主J l 築協会

大阪市北区締日11- 卜3-21∞

';ti 06 - 348 - 0635 

桜仔r J i盛大阪1- 39975

印刷所 Ｍ ， Ｇｪ Ｍ ｾ 印刷株式会社

'，tj; 06- 351- 5428f f l:l 

サン総合印刷株式会社

'，ti 06- '154- 1'18Iff也

11 本・U li 株 式 会 社

I位 06- 352 - 7502 

定 価 1200il 1

(本体緬惜11筋rl 'i'l 1性 情 郎5fl1l

特 集 .

水 と 建 築ー そのデザインとスケール
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設 計 施 工 ・

大 林 組

北 浜T N Kビル

この建物は、大阪に馴染みのi *l 、企業 3社( 武田薬品工業 ・臼本生

命保険 ・コニシ) の共同ヒツレである 。立地は大阪の幹線上界筋と、 薬

業の歴史i *l 、道 修PI ] 通りとの交 五円に佼註する 。

低 層昔111立石貼りの基塩て径i ' . ! I f : . みと の スケーノレ感を合わせ、日10苦11は

ミ ラーカヲスのカ ー テンウオーノレて Ｑ 時には さ 主にとけ込む効会ｾにより

威圧 ｬ ｴｌｾをなくした 。 単調になりがちなカーテンウオ ー ノレ ｬ 師 に、 ｼ 時 Ｑｭ

と光の変化と共に裕子模様が浮かび上がる盟かで‘やさしし、表情を持

た せ る 新 い 、表現に扮I ; II(えした。

総令設耐右1I度の適用により 設 けたゆとりある公関空地には、古くか

らの往i' .!I f : . みとしての道修IIIJ の新しい道しるべとして、 11i 1 刊にそニュ

メント( 消水九兵衛氏作) を置し 、た。 1 1暗エレベーターホーノレには、

たて の街 ぞ 暗示 する道しるべとしてペ アのそニュメントを配し、内

外を l品1:i!E1寸けた。

エントランスホーノレでは、臼い大型l L 石の壁とヴオーノレ卜をかけた 1!，_，'1

い天井て広がりを持たせ、その奥のエレベータ ーホーノレの主主1:¥1スケ

ーノレをしぼって長いエ ン トランス空 間にw紡をつけた。斜めに切れ

上 がった天井 のエ ッヂがつくる光と似のコントラス トて、 iH.Itt: ¥の

中にも動きのある空間を演出している 。

H寺ぞ経て、組物の名前を、外観念、モニュメン卜を目印にこのさえ差

点が待合わせの場となることを期待している 。

(三谷幸 百1. 神 戸お 也/ ブ寸本組本J;li 設計官11)

配置図・ l '皆 平 面 図 1  :  800 



フ ァ サ ー ド 見 上 げ

北 西 コ ー ナ 一 部
堺 筋 北 側 よ り み る

6  



所 在 地 一一一一 大 阪 市 中 央 区 道 修 町 1丁目 7番 l 号

敷 地 面 積 一一一一一 1，369 . 46 m'  

建 築 面 積 一一ー 925 . 43 m'

延 床 面 積 一一一一一 12 ，443. 04 m'

構 造 規 模 一一一一 地 上 13階、地下 l 階、塔屋21皆、 S ・S R C造

工 期 一一一 一 平 成 5 年 2 月 一平 成 6 年 7 月

最 寄 駅 一一ー一 地 下 鉄 堺 筋 線 北 浜 駅

撮 影 一一一一 東 出 清 彦

エントランスホールよりエレベータホールをみる

7  
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設 計 監 理 ・

大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部 設 計 課

安 井 建 築設 計 事 務 所

施 工 ・

東 海 興 業 ・ア タ ラ シ 経 常 建 設 共 同 企 業 体

市立大学基礎教育実験棟

本 建 物 は 新 い 、者11市 型 総 合 大学、市民に聞かれたアメニ ティ ー 盟 か

なパ ー クユニノ ｦ シティーを Ｊｾ ｊ ｾ 傍する「大阪市立大 学Ｚ基本 計 Ｑ 百 ｉｊ に 基

づき 、老桁 化 が出焔苦な教授音Ａ悶 ｬ 系の実ｾ矧騨を主主備し、ひと つの 建

物にまとめたものである 。

敷地 は 教 養 部の北 西の角、周辺街区とキャンバスが援する位世にあ

り、結節点としての役割と、今後のキャンパ ス整備の先導的役割lを

1!J Jf!i' '!:>オ1 ている 。

設計に際しては、本桜花対面し保存される 3 号 館 ( 昭 和 7 年 ) と の

主主合性と、実験 ・研究系の処物としての現代的な感性を如何に表現

するかを計l亙l自襟とした。 そこで濯物及び玄関車1I1線 を 3 号 館ーに 揃 λ 、

3 号館玄関を改造してまっすぐアプローチできる 音|恒11とし、特色あ

るドライな仕上の中 庭空 fl IJ を創り 出した。一 方主主秒反|値lて、は、設備

スペースを系統的に設け、屋上の室外機との接続を考慮した実験室

の椛 成、主1備 管理しやすい配管持出の実験室等、将来対応を見込ん

だ守hi! f I とした。

外観は、緑に映え市民や学生に親しまれる明るいイメージとし、 rJFJ

日昔日の多いブレーンでシンフ。ノレな村正成の中にメタノレをアクセン 卜に

使用して、自然訴斗学系の建物としてのアイデンティティぞ表現した。

( 森田芳次/ 笈サ l'処 築 設百-j-ZII務所)

_ j  l  

大学Jt 通り

埋ま幹部

配置量 ・l'皆平面図 1: 1600 

所 在 地 一 一一一 大阪市住吉区杉本3- 3- 138

建築面積 一一一一一1，370. 95m'

延床面積 一一一一一 6 ，282. 02 m'

機造規模 一一一一 S R C、5 F、B I F 、PI

工 期一一一一平成 4 年 9 月一平成 6 年 3 月

最 寄 駅 一一一一 J R阪和線杉本町駅

撮 影 一一- S S大阪

④ 

¥ 

X  
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幽甲

設言十監王里 ・

大 林 組 本l吉 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 園

大ヰ牛車且

医療法人西浦会老人保健施設

長 生 苑

当施設は、高島鴻4 保健智治問団主10ヶ年li攻略( ゴーノレドプラン) の9"

で緊急に整備すべき施設と位置づけられている老人イ呆健施設て七こ

れは病院での治療が終わ った病状安定期の老人に対して、リハビリ

テーション ・介 殻 ・宥訟を中心としたサ ー ビスを行うとともに在宅

のケア ーが必要な老人に対しでも、 El 'i弘ー的なサービスを提供する医

療け防止の中間に位世付けられている施設です。

主I! g終的には、中庭を中心 としたロの字型プランであり、外壁には大

きなカヲスブロ ックぞ使用して、機能訓練室 ・食 堂 ・浴室 とい った

大きな空間に十分な保光が縛れるよう配慮してし 、る。 また、廊下の

ベンチ ・廊下と廊下の結節点の談話コーナー・広い食主等 、人と人

のふれあいを大切に考え、 全体として明るく解り易い建物とした。

タ怜見は落ち着いたクe レーを悲調にし、中庭や屋 上には緑引[ J ( りこみ

低1帝都の屋 上に人工芝のゲートボーノレ場を配して L 、る 。

設備的には、地球Z5t岐に対する自己[ i ! ! . 、からソ ー ラー システムや氷蓄熱

システムを採用しており、地域における老人コミュニティ ーの核と

して機能するよう願っている 。 ( 小川芳弘/ 均 十本組)

l ' 皆 平 面 図 1  :8∞ 
通路

所 在 地 一 一一一 大 阪 府 守 口 市 八 雲 中 町3- 12- 3

敷 地 面 積 一 一 一 一 2，257. 49m'

建 築 面 積 一一一一一 1，343 . 7I m'

延 床 面 積 一一一一- 4 ，223.  76m'  

構 造 規 模 一一一一一 問、 5F、P2

工 期 ＱＹＹＳ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｕ 月

最 寄 駅 一一一一 京 阪 本 線 守 口 市 駅

撮 影 一一一一 山 川 高 弘

食 堂
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言It言十 園

清 水 建 設 一 級 建 築士 事 務 所

施 工 ・

清 水 建 設大 阪 支 l吉

江戸堀シミズビル

iI_ FJJii iはそ の名の とおり、江戸H制力こは土佐抑i) 11の水逐により「天

下の台所」として繁栄を極めました。i脚也には幕末に活躍した大村

益卯 ｽ ｉ ｉ の ［ ｉｪ ｾ 居 間 、 が、そして通り をはさんで漉勝務蔵屋東 失跡が 伐 っ て

います。 こうした由緒ある歴史の地 に建てられる高感度なインテリ

ジェン トヒツレ として、風土的 ・歴史的イメ ー ジとハイ テク ・ハイタ

ッチイメ ー ジの融合をデザイ ンと しました。

かつての繁栄のシンボノレてあった土佐捌川トー。水面ぞ切って行き交

う三十石船、その、きらめきとさざ波。をブルー ミラ ーガラスとア

ノレミノ坊、ノレのカ ー テンウオーノレで表現しました。

Ｎｲ［ ｴ ｩ ｾ 宅に溶け込むブノレ ー のファサ ー ドと ｩ 皮のモチ ー フは、大空に発信

される情報のi皮でもあり、 エ ンジニア リングでti按1J f のノウハウを提

供するテナント 。一一 目立 造 船エ ンジニアリングクマノレープの企業イ

メー ジともなって います。

そしてフ アサード全体の色合いとプロポーシ ョンの構成仁は、 ピノレ

オーナーのCIイメ ー ジヵ汚 |用されています。

f氏l村昔11には、総合設計の公tJf. I'!: e地であるピロティ状のプラザ、として、

ゆとりあるアプロ ーチ空間を演出しました。

Ｉ［ ｾ Ｎ ，制 整備が進む土佐呪通りにあ っ て、新し ｌ 、街並みづくりの核とな

るこ とを願っています。 ( 百々 兵二郎/ 清水処設)

所 在 地 一一一一一大阪市西区江戸堀2- 6- 33

敷地面積 一一一ー- 2 ，253m'  

建築面積 一一一ーー 1，401 m'  

延床面積 一一一一一 15，8 1 2 m'

構造規模 一一一一一S R C、8 1、10F、PI

工 期 一一 一 一一 ＱＹＹＲ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｔ 月

ｾ寄駅 一一一一 地下 鉄 四 ツ橋線 ・ 肥後備駅

撮 影 一一一一 源 義 則

‘ フ ァサ ー ド 見 上 げ

低 層 部 外 観

... 1'皆エレベ - 51 ー ホ ー ル
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設 計 監 理 ・

鹿 島 建 設

施 工 ・

鹿 島 建 設

ダイエー

I{ou$ 大 阪 南 港 居

大阪の海の玄関として古くから栄 λ てきた南港地区は現底、アジア

トレーテ川ンクマセンタ ー を始めとするビッグプロジェクトにより、

新たな姿へと大きく変貌しつつある 。

向型ショッピンクマセンタ ー rRoLi S大阪南港庖」は、この南港地区の

一角、フェリ ーターミナルの前面に位置する。 rRoLi SJ とは、 夕、、イ エ

ーの府術展開における業態の一つであり、監川直に近い価 格て下五品を

殺計共する会員l ! i IJテV スカウン トストアである。

建物の配世は、リニアーな敷地形状に合わせ、整形なl苫舗〆ーンと

車路スロープを並手 ｉｊ にレイ アウ トし、歩 車のアク セスを明快に分間 ｉｾ

している 。又、道路境界より後退してできた空地には積極的な緑化 西 函 外 観

を施し周辺環境のアメニティー向上を図っている。

施設の梢成は、 1 、 2 階がl苫節目フロア 一、 3 - 5 階および屋上階が

1300台収容の自定式駐車場である 。舛准見のデザ、インにお L 、ては、全

長 230m! こもおよぶ大きな壁面守上下 2 層に分剖 し、その上に白 L 、グ

リッド、シノレバーのフーレース を重ねあわせる ことにより、コンテナ

ヤード、大型客船といったポートサイドの心象)lil l去を表現 し、岡崎=

にショァピンク、センタ ー としての賑わい、楽しさを演出した。内部

においては、ストラクチュア、設f細己管寄与: ぞ露出させたロ ー コスト

感覚のシンフ。ノレで合司l的な大空間となっており、駐車場フロア ーで

は、外壁の開放性を利用して、耐火鋼( 耐火被覆の不要な鉄骨) を

採用して L 、る 。 ( 佐藤義清、柴田作/ 鹿 島 建設)

⑨ 

ヒ一一一一===: : J

所在地一一一一大阪市住之江区南港南2ート31

敷地面積一一一一一 15 ，458. 42m'

建築面積一一一一 10 ，822. 26m'

延床面積一一一一 52 ，392 . 60m'

構造規模一一一一 S 、S R C、6 F、PI

工 期一一一一 ＱＹＹＲ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｖ 月

最 寄 駅 一一一一ーニュートラム・フェリーターミナ J レ駅

撮 影 水里子励; 台

南 面 外 観

11皆ファーストフードンヨツプ

15 
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設言十監理 ・

瀬 戸 本淳 建 築研 究 室

施 工 ・

松 村 組

HY OE I 本社ビル

兵 栄 本社ヒツレは、食品 (主にお菓子類) の卸売り事業の拡大にとも

ない、神戸東灘区甲南町 の国道 2号 線 に 面 して新たに建設された、

配 送セ ンタ 一機能をもったインテリジェンス対応型のオフィスピル

です。

外音1Iデザインについては、 この建誌社也、甲南111] という名が代表しで

もっている正方形から導かれた数学的上回F作用いることによって、

担会に奉仕し、平和j :を願う企業を象徴的に併d見しました。 一方、 内

音11空間については、人聞が削り出した悲」創的なこの世界に対峠して

「自 然J r.詩 J r黙 想J r光 J r参 加」 をテーマとし、それぞれの人々

の人生の小舞古を創出することに努力しました。 たとえば、大小さ

まざまな穴から入ってくる光、緑豊かな屋上庭園、空 と宇宙と 芸 の

天井、静なる辛口の空|湖、 J隙ぎるブリッジなど親しみやすい表現でま

とめて い ます。 (綴i戸 本 i♀/ i.仰 吉本淳建築: ( ! J 門主室 )

配 置 図 1:8∞ 

国 道 2 号綿! I  

断 面 図

所 在 地 一一一一 兵 庫 県 神 戸 市 東 灘 区 甲 南 町4- 12- 10

敷 地 面 積 一一一一一 1，107. 33m'

建 築 面 積 一一一一一 909. 95m'  

延 床 面 積 一一一一- 3，588. 64m'  

構 造 規 模 一一一 一 問、一部S RC、S 、7 F、P I

工 期 一一一一ー平 成 5 年 3 月 ~ 平 成 6 年 3 月

最 寄 駅 一一一 ーJ R神 戸 線 住 吉 駅

撮 影 一一一一 高 橋 裕 嗣

会 機 室

屋 よ 階 庭 園

17  



| 用 法 |

都 市圏公窟

緑 化事 業

この〔一滴・一滴〕が花と縁の街を創りますプ

てヨ'

ｬ ， ｾｩ 商チュ ー フによる散本状況

r 寸

スポー ツ・リク リエー シ ョン施設

植樹 帯 ・アラー ワーポ ッ ト

その他の都市環境整錆事業

ドリッフチュ ープによる 11i 設状況

| 符 長 |

ドリッパー内部

. レパ Ij ンス型ドリッ パーをポリ エチレンチュー プ内に燐関連続i答者

. 抜群の耐圧性( 適用圧力: O.  5  - 3  .  5kgf /cm') と耐久性{ 耐用年数8年以上)

. 紫外線 ・薬剤にも優れた耐性

ーｾｾ Ｍ ｾ Ｍ ｾｾ k  ＢＢ ， ＮＮｾ＠ . . "，'  ， ri ＮＮ ｾＡ脚Ｂ←一 ｉ
T1F ドリ ップチュー ブ

ポッフアッフスプリンクラ ーによる散水状況

・t祭準 型 TIF と定流量雪i2TIF - P Cの2種

4・!dt"古ま り防止式とセルフク リーニ ング機 能

. 設計から施工まて¥ ー貸して承ります

@認ヱイワスフリジヲラー

. 本 社 東京 都 府 中 市緑 町 2丁目 12番 地 の8 柳 河 ピル

・ 東 京 営 業所 〒183 ｾ ＰＴ ＲＳＨＶＵＩＳＷＲ Ｑ Ｈ 代 表Ｉ

・ 大 阪 営 業所 干591 大 阪 府 堺 市向陵中田T4- 6- 3 ｾ Ｐ ＷＲＲＨＵＰＩＷＲ ＱＱ＠

・ 九 州 営 業 所 干890 鹿 児 島市 下荒 田 2- 45- 17 ｾ ＰＹＹＲＨＵＵＩＰＶＰＱ＠

. 長里子 出 張 所 〒380 長 野市 安茂 里2360- 2 ｾ ＰＲ Ｖ Ｒ＠ (28) 1232 

. 沖縄 出 張 所 干90ト 21 沖 縄 県 浦 添市 牧 港4- 14- 17 ｾ ＰＹＸＨＸＷＹＩＹＲＶＲ＠

. 四 国 連 絡所 干780 高 知 市宿 井 町949- 9 ｾ ＰＸＸＸＨＷＵＩＵ Ｑ Ｐ Ｑ＠

ス7 ｾンクラーによる散水状 ｩＩＱ



神戸市1; 1 : . 、これまで、に住環境や市街地現段を保

全し育成して いくための建築指導行政七のさまざ、

まな施策を積み重ねてきた。これらの施策は、中

高層建築物による日照障害の防止等を目的とする

ものから、建築協定、地区言iWI障を活用し、良好

なｻ主政符 Ｒ 等制 ｬＧｴｾｾ 勺に ￬ｩｬｴｦｦ 呆していくものまで多岐

にわたってし、る。施策の根拠も、神戸市独自の'

治 制Ylj 、栴必要綱、建築基準結からの委任条例と

いったように多株であるが、いずれも社会情勢や

市民ニーズの変化に対応しながら実施してきた。

神戸市で. はこのたび、これらの既存施策を一本

の粂例に統合し、住環境等の保全育成に係る全国

初の総合条例として、 「神戸市民の住環境等をま

もりそだてる条例」を制定した。

l 条例棚要

この粂例は、神戸市がこれまでに進めてきた施

策をまとめた部分と、総合4た例化により新たに設

けた部分とて;椛成されている 。

(1) 既存施策に係る条項

①中高層建築物に対する事前協議1 f j lj 度

建築基樹去において日影による高さ制限が適用

される建築物を建築する場合、周辺住長への計画

説明、市への届出等を事前に求める mlj 度である。

中高層建築物の建築による紛争の未然防止を目

的とするものであり、建築紛争が生じた場合には、

当事者からの婆梢に応じて市職員カ清司整を行うこ

とも可能となってし必。日照等調停委員制度も当

条例で設けており、当事者からの要稲により語別亭

にイサーする道も| 羽かれている。

r( 旧) 神戸市民の環境をまもる条例( 昭和47年

編集委員会法令分科会

293 

神戸市民の住環境等をまもり

そだてる条例

一定戸数j ; ) ，_ 上の集合住宅を建築する場合、用途

地域ごとに戸数に応じた泊三11坊の設置を求める制

度である 。

不法駐車による住環境等の悪化 に対応するため、

平 成 2 年に指導要綱として決定されたものである

が、ワンノレー ムマンションの場合と同様に、条例

に4即時置く指導としての位置づけそ行った。

なお、当粂例の市Ij定にあたり、指導対象となる

集合住宅の拡大、車査{ 日結凶主の強化等を行って し、る 。

以上①から③までを「指定建築物」として事前

協議制度の対象として L 必 。 これまで別々の粂例、

要綱により運用されていたものを一本化すること

により手続きの簡素化も合わせて行っている 。

④ 文 教地区条例

特別用創也区の一つである文教地区内にお L 、て、

良好な地区環境を保全するために建物の用途制限

を行うものであり、昭和140年の都市計歯決定に合

わせ、同年建築基単結の委任粂例として制定され

たものである 。 ( 対象: 3地区計約 674ha)

⑤中高層建築物の 日影による 高さ 制限に係る粂例

建築基当地ミに基づき日 i抑 制nを退塁手尺する粂例で

あり、前述のとおり法施行に伴L 、独自の日 .q桔凶主

から移行し、昭和53年に制定されている 。

@ 也区言個等の区域内における 制限条例

地区計画等の区械内において、建築基準法に基

づき制限を定めるもので、現在、神戸市では22地

区約2，000haの地区計画区域のうち 15地区にて条

例による制限を行っている 。昭和62年に条例が制

定され、以後、地区計画の変更、決定に応じて随

時改正を行ーってきた。

⑦建築協定条例

を行ったものである 。

③ 住環岐務守義会

住民関子の保全育成に|具lする基本tIJ' JIJ河 ま た は

重要司噸について、市長の諮問に応じて制査若干識

するための糊拾である。

l 条例制定の趣旨

ネ11
1戸市では、日召和40年イてから 50年代にかけて独

自の特徴ある条例をいくつか制定してきている 。

「村戸市民の環境をまもる条例 (11召和47年 ) J 、「紳

一市民の福祉をまもる条例( 昭和52年 ) J 、「宇中戸市

者11市長観条例( J J召和53年) J 、「神戸市地区計画及び

まちづくり協定等に関する粂例 (n召キ1156年)J 等 が

その{-c表的なものである。これらの条例は、単に

一つの施策( 例えば中高層建築物の建築による日

照 障害等の トラフツνの未然防止) の根拠を与える

ものではなく、それぞれ表鵠保全、市民宿祉の向

上、都市景観の形成、住民参加のまちづくり等の

包括的な目標に対し、神戸市としての基本的考え

方、施策体系、具桝1句施策の根扶噂を示した総合

的体系的粂例である点、およびそれぞれの時代の

社 会!百勢や市民ニーズ、を背景に、地方公共団体の

中でもおおむね最先端の粂例として制定してき

たものである点が持徴となっている 。

この中の環境条例は、神戸市の総合条例のノレー

ツともいうべきものである。当初端械に係る広

範囲な施策を包指していたが、各施策の拡充に伴

い、「神戸市民のくらしをまもる粂例」、「神戸市 市

民公悶条例」等の新たな総合条例が1虫立している 。

今回、産業型公害から者11市 ・生活型公筈への移

行、 地球環境問題の顕在化等をふま λ 、f J ; 四条例

制定) J の中で規定されていた制度て、当条例lのlt. lj 建築協定の根拠を与える条例であり、昭和47年 が21年ぶりに大改正された。前述のとおり中高層

定にあたり粂例聞の組み換えを行ったものである。 に制定され、現在66地区で協定力輔結されて L 、る 。 建築物の建築による日照障害の防止等の規定は部

また、当粂例の制定に際し、調停制度の充実、 以上④から⑦までの粂例は、良好な住環境等の 境条例の中に設けられていたが、この改正のJ機会

計li Ulj の見直し、指導勧告に従わないものに対する 保 全育成策に ｉ 具凶Ａｾ恥、制度であり、 これまで建築 に同規定を独立させ、住環境の保全管成に|刻する

氏名等の公表制度の新設を行って L 、る 。 基準絃ーの委任粂例としてそれぞれー刺虫で制定され 既存施策と合わせて一本の総合粂例としたのが住

なお、当初この制度は中高層建築物の処築によ ていたものであるが、今回、当条例の一部として 窃押4保全条例である。

り多発する建築紛争に対し、尼崎市等とともに具 組み込んだものである 。 神戸市では、 21世紀に向けてのまちづくりの基

f村I{ J な日 !!R基準を設けて建築辺出射去を補ってきた (2) 新たに設けた条項 本方向として、住みたくなるまち、住み続けたく

が、 H召痢]52年日影規，1fj IJ の新設施行に伴t 、日照基準 j ; ) ，_ 上の既存施策をまとめて総合条例化するにあ なるまち、訪れたくなるまちづ〈りをめざす「ア

は削除され、事前手続出IJ 度と調停委員11; 1肢が残っ たり、次の規定を新たに設けている。 ーパンリ ソeー卜者11市」 づくりを掲げ、各種施策そ

たものである。 ①市長、建築主等および市民の民務 展開中である 。全世帯アンケー卜によると、住宅

②ワンルームマン ション に対する事前協綴l J i lj 度 健 全でコ快適な住部境等を確保するため、市長、 ・住環境に |刻する市政への要望は近年特にZ百くな

一定戸数Lλ 仁のワンノレームマンション舎建築す 建築主等および市民の各立場での責務を明らかに ってきて L 、る。

る場合、建築および管理基準の遵守、周辺住民へ している 。 以上、市としての基本姿勢と市民の関心を背景

の計画説明、市への届出を事前に求める ff;l j度であ ② 助成等 に、環境条例の大改正を機会に、これまでの関連

る。 市民による住環境等の保全育成に関する活動に 施策の笑絞をふまえて当粂例をl J l lJ定した。

ワンルームマンションの建築に伴う紛争の多発 対し、市が技手| 刊〈了後助ゃi舌ID1J経費の一昔BJ l ) J 成を行 当条例は、住環境の保全育成に関する基本条例

をふまえ、昭和61年に指導要綱として‘ 決定された うことができると L 、う規定である 。神戸市では、 であるが、 これで完成形とは考えていない。今後

ものであるが、当条例の制定にあたり、条例に恨 すでに建築協定地区道i紺 繍 姶 に 対 し 、 活 蹴;間 引き続き必要な施策を追加しながら、条例自体も

拠を置く指導としての位置づけを行った。 の一部助成ぞ行うなどの支援ぞ行っているが、こ 大きく育てていきたいと考えている 。

③ 集合住宅の駐車場設置に係る事前協議制度 の規定は、これらの行為について改めて根拠づけ 池 口 和 雄 神 戸 市 住 宅 局建築部指導操指導係長

建築と社会 ・1994. 9 19 
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都市の風景]
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ハ卜小屋建築/ 7、8
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ｾ＠ ， ; ; l : 、わが国はもとより、世界各国で者11市計恒1.

まち づ くりは転榔明を迎え、今後のあり方が間わ

れている。そのキーワードが本書・のタイトノレにあ

る「協議型まちづくり」である。

はしがきにあるように、「近代を支えた工業イ目上

会 が一定の使命ぞ終えつつある先進諸国で、は、工

業化社会を前提とした都市づくりの仕組みからの

変化カ味められている。 トランス工業社会( 脱工

業イ凶土会ではなく、工業主? 碁量産としながらも、工

業の内容や質が変化している社会) への転換が、

都市精造の転換を促し、 まちづくりの仕組みを変

化させている 。」従来の近代的なまちづくりは、郊

外ニュータウン建設やソ手ーニングによる機能純化

守中心として、機能や効率 を追求してい った。 し

かし、現代のまちづくりは既成市街也の再整備に

重点が移っている 。 こうした動きの中で必然的に

tth議型 まちづくりが必要とされてくる 。

その理由として、著者のひとりである小才本重敬

氏は、 つ ぎの六点をあげている 。 それは、第一 に、

都市の構造転換、 産業構造の転換にともない民間

大規牒フ' ロジ、エクトが技与起きn . . その公失性をめ

く事っ て公共や住民と協議が必要になったこと、第

二 に、 その大規模開発が既成市街也で多くおこな

われるために周辺との調整が必要であること、第

三 に、 まちづくりへの住民参 加が一般化する 一方

で公共団体がその要求を満たすための財政カを待

ち合わせなくな っていること、第四に、都市の構

造転換にともなう新しし、公共性の出現に公共団体

の対応が遅れがちになること、第五に、産業構造

の転換によりまちづくりに一ー般の民間企業が参加

するようにな ったこと、第六に、まちづくりに雇

用創出、経済再生の期待がかけられるようになり、

民間開発に期待する面が大きくな ってきたこと 、

である 。

つまり、従来のような公共主導による規制主体

のまちづ くりが限界をむかえ、それに代わ って公

共 ・民間企業 ・市民の協議によるまちづくりが主

体となりつつあることが、 全世界の傾向とな って

きた。

このような動向のなか発行された本書は、小 林

丞倣氏( 検浜国立大学) 、を座長とする「言十個シス

テム研究会」によ ってまとめられたものである 。

研究会の構成員である、秋本福雄氏( 東海大学)、

大畑 t二郎氏( 建設省建築研究所) 、大方潤一郎氏

( 検浜国立大学) 、小出和郎氏( 者11市環境研究所) 、

鈴木隆氏( 凋協大学) 、中井検裕氏 (s月海大学) 、林

議胡祇( 計画技術研知町、水口俊典氏( 者11市環噴

研究所) によって記されている 。 このメンノ f ーか

らもわかるように、本舎は、いわゆるまちづくり

手法百合ではなく、制度論 ・事業手法論として協議

刑まち づ くりを研究したものである 。

前半 li 、 イギリス ・アメリカ ・フランス ・ドイ
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書 評

ツを事例として、各国の協議型まちづくりの仕組

みを述べて L ゆ 。 これら諸外国 においても、近年

まちづくりの制度 ・手法が変化 してきており、こ

うした最新の情報を知る上でも、木容はタイムリ

ーである。また、後半はおもに再開発地区言判函制

度をとりあげ、日本の協詩悠ｾまちづくりについて

論考針案めて L、る 。再開発地区計画制度につ L、て

は、その運用について多様な展開を見せており、

そうした意味て1ま般的にわかりにくい部分も少

なくないが、本智ーはこの市IJ度を理解する 一助にも

なろう 。

諸外国のまちづくりとしては、イギリスでは

「言村函協定制度」、アメリカて1立公民ノ f ー トナーシ

ツプによる開発と NP O (非営利組織〉ぞ核とした

住民参加型まちづくり 、 フランスでは「協説挫倣

区域 ( ZAC) J 、 ドイツでは L 、く つかの「者| 時計画

契約」手法、が紹介されて L 、る。 これ らは、従来

も個別に紹介されたことはあるが、本格のように

総覧し分析することによって、各国の共通性や相

違がみえてくる 。 また、これらに日本の再開発地

区言村画制度を加えることによ って、 わが国の特徴

もあきらかにできる 。

とは L、え、 著者らも指摘しているように、協議

型まちづ くりそのもの力対困別的な性格を持ち合わ

せているため、それを整理することには相当の困

難さがある 。 こうした融通無碍な性格もあ って、

わが国の再開発地区計画制度においてもその運用

が多株化 し、それにともなって諒唱も持ち上がっ

てくる 。大方潤一郎氏が指摘するように、「再開発

地区計画の制度としての評価につ L、ては、制是の

者[1市計直体系を規制緩和の方向にシフトさせる ー

劉重なのか、新しい創造性をも った協前也1計画シ

ステムの萌芽なのか、どちらに視2 : を据えるかに

よって大きく異なる」のである 。

パフツレ期におこなわれた事業の一部に、前者の

使われ方をしたものがあったことは否めなし、。 し

かし、今後、再開発地区計画制度の活用を契機と

して協詩短2計画システムを進展させるためには、

評価システムの明確化 ・透明化等 の運用システム

の確立が不可欠で、ある 。 また、運用する計画者の

良心や力企にゆだねられた部分も大き L 、。

冒頭にも述べたように、社会の変動とともに、

いま 、 まちづ くりのあり方も掘れ動いている 。 こ

うした時代であるからこそ、まちづ くりに携わる

ひとりひとりが「まちづくりの哲学」を再考し、

それにふさわし L 、制度を公共 ・企業 ・市民のttli 働

によ って構築していかなければならな L、。 その手

がかりをつかむためにも、本舎のー 設をお勧めす

る。

( ひき たかひろ/ 大阪大学工学部環筑工 学科助手)
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キ社土会状，況兄を硝幸2哉tり込み、最新の妓術情報を感 り込 むべ〈新たに唱讐書き起こしたものてで.ヘ、執筆 にlはま、東畑建築事務所、日建設

計、安井建築 設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備5宣言ド者が当たり、編集委員会てす儲支を重 ねましむ

第一線てコ舌躍する設備E宣言情 が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て直面した問題を掘り起こしその解決

起萄尺肢 て示した本容は、意匠設詐者のみならず、初歩の設備設計者 l二主婦佃の資料になるものと思います。

本書のあち衣めは、 全国の醤 后で! !

制 日本建築協会( 〒53閑 姉 1区 梅田l十 3

-21  OOTEL06-348- 飴35、FAX06-348- 0634)  

では 、害児 価格( + 送斜実費) で均 読しますの

で、本会までご註: 5(下さい。
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日本建築協会建材委員会

。ーはじめに

ショーポンド建前掬は、 IIB' f ' 1l 炭酸首相同と共同して、

同社が日本で、一手l仮5団長を持って L 、る米国コーノレ

ドジェットヰ土のドライアイスシステムを利用、建

築 ・土木分野で、ドライアイスプーラスト事業を開始

する司壬になりました。

当工法( 工法名: ドライブラスト) は、ショッ

トキオにドライアイスのペレツ卜 ( 細かい本立) を似1

う工法のため、ショット材の残留がなく、従って

ショット材の回収ヵマ主要、 しかも省力、省資源、

地: f . ; I U誌境にやさし L 、新しいプラスト工法です。

ショーポンドは、当工法に闘し昨年 7 月より、

今年 5 月末までに、建築土木分野て、20 ，000平方メ

ー トノレにおよぶテストを重ね、目的に応じた機械

の開発、作業阜の一車搭械化に成功するなどドラ

イブラスト工法として確立できました。

@ ー特 徴

1.地球環境にやさし い、プラス ト工法

ドライアイスの成分である炭散問、スは、クリ

ーンで毒性がなく不燃|生で非電解質です。した

がって、刻刻tにやさしくまったく新しいプラス

ト工法てす。

2.シ ョッ ト材( 噴射材) の回収カ、不要

従来工法のサンドプラス ト( 形ヰ立唄射) 、ショ

写真 1
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ッ卜プラス ト( 録制吋t射) 、ウォータ ージェッ 卜

(7)<J1ft身サ) は、いづれもショッ卜材の回収が必

要です。 ドライブラストはショット材( ドライ

アイス) が昇率するので回収力守= 要です。

3 .省力、省資源でコストの軽減

11l ' ( 射材の回収手間や防護養生戸、肢が省け、副

産物の炭酸J ゲスを活用するので省資源が図られ、

トータノレコストが軽減出来ます。

@ー用途

1.建 築分 野

(1)ヒツレ、マンション、倉庫等の舛控の洗浄。

(2桝壁塗装材の辛IJ 南It除去

日明性タイノレの争IJ 国IE、 リシン塗装f土仁材の除

去

(3)附' ; j 'p ータイノレの争1]自IE、 ワックス除去等。

(4)屋上防が材の争IJ 関It 撤 去

シート防水の争IJ 隊、残留J紅 市IJ の除去等。

(5腿 物付帯設備施設 ( 外装板、機械装置など )

の表面処迎および洗浄。

2 化学プラント、石油、造船、屯力、食品関係、の

各右勧包設のj先I科卒。

3.土木分野

続染、 トンオ、ノレ、ダム、浄水場、海 ｩ 判 ｾｆ 造物、

などの各程嚇t造物の表面処理!と i先i争。

三三 ショーボンド建設株式会社

三三三 ｉｾｮ￪ Ｇ 停車問 Ｑ k 阪 市 域 * 1理ホ 1113- 12- 15

- - 本

TEL. 06-965-4350 

tl ) 匹以削l千代ru医神 III 錦町3・18

TEL. 03-3292-8LOI  

。一施工例

ＨＱ桝鐙彼府 ｾｬｬｬ 性タイノレの最 ｉｊ ｉｩｬ ｉ 蹴況Ｈ写真 Ｑ )  

ドライアイスの低混jJ長響を受け、 J翫可抗l商か

ら下地をivj つける ZJ_¥: なく朱IJ 由似二成功。

(2決色紗j フロアータイノレ昔fl のオーノ f ーレイモノレタ

ノレの撤去 (写真 2 )  

本長|毛布i ? J . i ¥器タイノレフロアーであるが、 テナン卜

の者111半てタイ ルカーペッ トを敷設してあった

場所を、琴羽犬にもどす現場にて除去テストに

成功。

(3) トンオ、ノレ内装板( 化粧板) のj先浄 (写真 3 )  

ディーセツレの ｊｾ￪ ガスが、多 ｩｩｴ に付有￬Ｑした内装

板をプラスト処理にて清掃、対向車走行のま

まで壊の発生 も少なくクリーニングに成功。

。ーおわりに

ふえつづけるコンクリ ートスト ックに対するリ

フレッシュ対策は、既に社会問題となりつつあ

ります。当社は、7 ) < を使用せず、洗剤を必要と

しなし、方法で、第 3者へのお却を考慮、した新し

い技術に加減し、内外の反響を呼んでいます。

用途要求は、拡大の寸金です。更に有効な使い

方L 秘棚、エ11岡、他の工法との組み合わせの研

究を進め、より有用な技術を完成させることを

めざしています。 宮越正明/ 建材委員

写真 3
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高齢者や身体障害者のための施策やサー ビスという点から見て

紋切り型の ことしか行われていない都市があるかと思えば、きわめ

てユニークなことが行われている都市もある 。民生に対するポリシ

ーの逃いでもあろう力士その格差の大きさには驚かされることも多い。

物事をきめる場合、既存枠に固執しその枠内で行えることしかや

らないタイプと、行わなければならない内容があれば、それを行う

ための取捨選択を剥i欠に検討するタイプとがある 。また、「石橋を叩

いて、なお波らない」かのように慎重にあらゆることを検討し尽く

して後にしか実行しないタイプや、 r TRI AL &  E RRORJ  r案ずる

より産むが易し」と実行するタイプもある 。

21世紀初頭には4人に1人が高曲儲J になる 。福祉のメニュー はほぼ

，' : 1 ' ，揃っているし、他人事ではなく自分のことでもある 。 また、括討止

の実践は啓蒙効果を持っている 。 トライアノレカをお術的なエラ ーにな

るのでは困るが、 QOLを求め、 「笑践を通しての』食言す」もまた必要で‘

はなかろうか。

竹山鳥祥夫 大阪産業大学助教授

イタリアは、ベローナや、アッシジなどの地方都市

てやは、街の中での建築現場はほとんどないと 言っ てい

い。あったとしても、内部の改装くらいのもので、ひ

ょろ っ としたクレーンが、隣被した教会の応の問ヵ、ら

1つ2つ見えるだけで、近くに寄っても、引越をしてい

るかのように静ヵ、なものである 。

1997年、約半世紀ぶりに大阪で我が国最大のスポー

ツの祭典、第52回国民体育大会が開催されます。 テー

マは、「なみはや国体」、スロ- )ゲンは「おおさかふれ

愛 夢 づ く り 」です。その昔、日本書紀には大阪湾の神JI

流を表現したものとして rj 良速」という表現がありま

したが、今回テーマにある「なみはや」は、 ホなみ。て。

7]' (の者11大阪を、刈まや。ていスポーツの躍動J訟をイメージ

したものです。大会開催に向け大阪市では、全国から

の参加者ーの心にいつまでも残り、質実で人情昧あふ れ

る大阪らしし、大会にするべく、大規牒スポーツ施設の

整備を進めています。長居公園内には国体のメインス

タジアムとしてだけでなく、 2002年サッカ ーのワ ーノレ

ドカップ開催スタジアムとして対応できるよう観客

席の2/3に屋根を設けるとともに、 5万人収容可能とし

た長居陸上競技場を、港区にはすべての機能を地下に

埋め込み地上を起伏のある変化に富んだ都市公園と

した世界でも珍しく新しい構造の新中央体育館と、サ

スペンション構造の幕屋根が内部的には明るく解放

感にi尚ちた効果を与え、外部的には躍動感のある印象

的な効果を与える八幡屋プーノレを、市街中心部に位置

する靭公園内には未来のテニスシー ンを演出するこ

とができ中心拠点ともなりえるような靭庭球場色と

いった具合です。 これら施設は、国体て‘ 終わらず21世

紀の国際都市大阪にふさわしいスポー ツ施設のシン

ボルとして将来の各種国際大会にも十分対応できる

機能及び規挟を備えた施設として位置付け、計画して

いるわけですが、もちろん広ミ市民に親しまれる施設

としての位置付けもなされています。パフツレ崩壊など

社 会 環 境 の 変 化 に と も な う 余111安時間の増大により

人々が兵の豊かきやゆとりのある生活を特に求める

ようにな ってきたす凶:、 これら施設が市民スポー ツの

一層の振興制足せることがで、きれば幸いです。

川畑雅一 大阪市都市整備局営繕部長

初、の畏: 友、インテリアデザ、イナーの I 氏によれば、

わが国でブー ムになっているリフォ ー ムは、本来のリ

フォームではないという 。 リフォ ー ムと 言 うからに

は、新築とは迷った施工のシステムがあるべきで、ヨ

ーロツノ干のリフォームはも っ と手軽に、こざっぱり

と、矧時間に成しえるもので、そのようなシステムが、

もう何十年も前か M恒 Eされてし、ると し、うことだ。

イタリアてやは、 1960年代に、戦争で1焼かれた住宅の

復興ブームカ茂豆こり、システムキッチンをはじめ内装

装置の生主工場が焼くべ、き規挟てや建設され、ある工場

ではコンベヤーの延長が30キロにも及ぶものもある

としづ 。 ドイツでも司王' 怖は同じてい、我が固では考えら

れないような良質の内裳材料と取付け金共を使って、

i  航 物 は 緑 が 鋭 い |  

リフォームがなされてし、る 。 また新築の場合でも将来

のことを考慮、して、設計段階でこれらのシステムぞ採

用しているので、リフォ ーム もいた って簡単という訳

である 。何世代も 受 け継がれて行〈竪同たる外壁があ

り、その内部で)1寺代の先端を行〈装備が、スピーディ

ーに、しかも安く控えられるヨーロッパの住宅Z州首を

我々のものにするには、少々遅すぎるきらいはある

が、今からでも是非実現した L 、ものである 。

1fTの中に、クレーンを見かけないことが、決して車圭

済の停滞を意味せず、人々の箆かな社会の証であるこ

とを証明するのに、これから何tlt紀かかることであろ

うヵ、。

小角 享 小角設計代表取締役

受け売りの話。地物の葉は何樹家色か? 同化作用の為の葉緑素の

色である 。て。は、何故葉緑素は緑色か? 答は謝議素は緑の光が嫌と

いうか不必要だわ、らである 。即ち、太陽からの放射エオ、ノレギーのう

ち、緑以外の光を l吸収して、緑の光線を反射してしまうからである 。

葉緑素とは不安緑素であったので、ある 。 この話をJ f i ¥L、たときは、な

んと単純なことに今まで気カ言付かなカヨったことかと、がく然とした

ことそ党えてし、る 。

自然界というものは至極、合目 的的にか| られている筈であるの

に、不思議なことは、太陽放射のエオ、ノレギ一分布のうちでも最も放

射効率の古川、緑色部分を、わざ、わざm拒否していることである 。繰を

守れとヵ、自然保設がやかましく 叫ばれているが、植物自身は繰の色

なんか欲しくもないのであって、そのお蔭て浮k 々の自を楽しませて

くれているので、ある 。

植物が太陽光線のすべてを吸収していたら、 山河の景色はどうな

るのであろうか。山々は兵黒で、黒体( すべての光を吸収するとした

仮想、物体) の累々とした奨様な光景が出現することになる。宇宙の

何処かには、そのような天体の一 つぐら L 、はありそうな。

山本権一 側 きんでん常任顧問技師長



特 集

水と建築

ーーそのデザインとスケール一一

総論

水と建築のデザインー水と人との関わり 一

瀧光夫

図而ｾ

水との| 刻わり: セームスケールを通して

1/5000 

前 再 Ｑ Ｑ＼ ｾ Ｑ

仁徳天皇陵/ 二条城/ シドニー・オペラハウス/ 姫路城/ 紫禁城/ 今井町まち

なみ/ 倉敷川畔/ 伊根の苅屋/ 小撚運河/ 長崎オランダ村ハウステンボス

1/ 2000 

梅田シティ/ 桂離宮/ 東京都葛西臨海水荻図/ クリスチャン ・サイエンス・チャ

ーチ ・センター/ 厳島村l社/ 土門拳記念館

1/1000 

山下公園/ ナイアガラ潔布/ 横浜ガレリア/ 香川県庁舎/ 倉敷アイピースク エ

ア/ 平等院鳳風堂/ ソーク生物学研究所/ 水の教会/ 海遊館/ ラヴジョイ ・プ

ラザ/ 千代田生命ビル/ アクアポリス/ 栃木県立美術館/ 大阪ロイヤルホテル

新館/ 神奈川県立近代美術館/ ポン ・デュ・ガー lレ/ 愛知県緑化センター/ つく

ばセンタービル

1/ 500  

真言宗本福寺水御堂/ TIME'S 1， II / HOTEL-P / ペイリイ ・パーク/ 竜安寺

庭園/ 若狭邸/ MITチャペル/ バルセ ロナ・パビリオン/ 渋谷区立松詰美術館

/ 潟水荘/ 南台町の家/ アルハンプラ宮殿/ シャープ労働組合研修レクリ エー

ションセンター 1 &  1ランド/i't 紛の川床/ 六本木プリンスホテル/ プリオン

家墓地/ 浅蔵五十吉美術館/ アーメダパッドの階段式井戸/ 秋田日産 コンプレ

ックス ・ラ・カージュ

建築計画分科会( 順不同)

荒井 1専 石山道 男 磯村 千恵子 上杉 秀 隆 江 副 敏 史 菅 野 忠 司 笹 村欽也 佐藤不二男 塚本史郎 刃金国男 山 本 匡
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水と建築のデサ子ン- 水と人との関わり-

瀧 光 夫

人( も生物もすべて命あるもの) は水なしには生きることが出来

ない。有史以前から人と水はさまざまにかかわり 合いながら今日に

至っ ている 。

口水と風土

広い意味での人の生活環境( あるいは文化) は水分と大きく関係

している 。和辻哲郎は 「風土」 一人間学的考察ー ( 岩波書庖) で、

世界を「モンス ーンJ r砂j莫J r牧場」の三つの文化圏に分けて、今

日まで文化 と自然のかかわり論に大きなm処噌与えている 。 この分

法の基本は言ってみれば水分一湿度にあるい、ってよかろう 。

一方、梅梓忠夫氏は「文明の生態史札( 中央公論社) で、 全〈 月IJ

の視点から「世界史モデノレ」を提示されて大きな言偏義をまきおこし

今 日に至っ ている 。

が、 ここではそうしたt師義には深入りしないで、水と人とのかか

深泥池: 1' 1本最古( ? ) の地 宇治橋( 下) ・上流側の列柱

五十鈴川と 宇治僑 ( 伊勢神宮)

28 

わり ー とりわり現代日本の建築あるいは生活環境がかかえる問題ー

について少しだけふれておくことにしたい。

口水の豊かな国土

わが国は世界でおそらくもっとも水に恵まれた土: t t ! ! A ' 丙であり、水

にかかわる文化も( 江戸期までは) 世界最高の水準をきわめていた

と考えられる 。たとえば大阪は、7 ] ' < の都( 今はあまり 言われなくな

った) と呼ばれ、海と大きな) 11 との接点に、運河 ・掘割 ・) 11カ消iH賛

にめくやら され、きれいな水と緑にあふれでいた。 その水は交通運輸

の手段であり、生活用水であり、また物見遊山 ・船遊び ・水遊びの

レクリエーションやイベン卜の場でもあり、生活のあらゆる函に深

〈結びついていた。

工夫をこらした大小の橋が数多くかかり( 名のある橋が1500寸ら

いあ ったという) 、街並みは少しづっっく りは異なるが白壁 ・板壁 ・

上賀茂 ・社家の家 津 和 野 清涼に鰹

鹿苑寺金悶 ! I c f 査のデザインの代表例



厳島神社 先人 li 水・緑にかかわるデザインの抜群の発想力をも っていた。

塀 ・格子などがほどよく調和しており、のれん ・提灯などいずれも

グッドデザインて¥それらが水面にゆらいでまことに美しい。道に

はゴミ 一つ落ちていなかった。ゴミというも のがなかった。紙は貧

重品だから捨てる 人はいない。落葉から木ぎれにいたるまですぺて

燃料として使われた。「モシ千長さん、 此通りの奇麗な ことを御覧じ

ゃし、薬にしたくとも犬の尿などハ薬にしたくとも見えやせん0 ・・ ・・ぃ」

(r まちに住まう」大阪都市住宅史・平凡剥: ) という具合だった。家の

中は家具調度が整然としており、千同制買から床の軸や花あるいは衣

類すなわち コスチュームにいたるまで四季を通じて取りかえられる。

環境の トータノレコ ーテ川オ、イ卜は完壁に近い状態にあった。 これは

東洋の野蛮匡! と思って訪ねてきた多くの外国人がおどろいて多くの

見聞録に残しているところである 。

明? 封筒庁の欧化策でこれらが次第にくずれはじめる 。 そして第 2

L対立界大戦でほとんどすべてが灰にな ってしまった。 それでも「国

金閣寺 ・前池の品の良い中島 兼六園 ・わが国には数少ない噴水

桂離宮 ・月見台 J' 11:. 水t インテリアがー体的に扱われている。

破れて 山河あり」の状態だった。 それからちょうど 50年、現状はご

存知のとおり「水も緑もない」街並みになってしまっている 。

口水の喪失

「復興のために」 と称して、この国の人々はあらそって池を埋め、

川を埋め、浜を埋め立て、井戸も埋め、残るすべての水辺をコンク

リート てで固めてしまった。t封は全音11伐りたおしてしまった。おかげ

で 「国栄えて山河なし」の有様である 。

私はウォ ーターフロントという 言葉ぞ好まない。海辺 ・浜辺 ・海

岸 ・磯辺 ・渚、 川辺 ・岸辺 ・) 11端 ・川岸 ・川原、 池辺 ・池端 . i也畔 ・

初! 岸 ・湖畔・・… o7I ( 辺を表わす言葉はいくらでもある 。それらをみん

なこわしておいて、今頃ワォ ーターフロン卜とは。せせらぎ ・小) 11・

滝 ・流れの縁を何と l呼ぶつもりなのか、 と情けなくもハラ立たしく

なるからである 。

鹿おどし. 音の演出( 詩仙堂)

日光・華厳の滝 線い小さな水面( 竜安寺)

修学院離宮 ・上御茶屋西浜
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アドリアナ荘 (Villa Adri ana) ・海劇場の跡

豊かて、あったはずの水や緑をなぜに こうまで、荒っぽくこわしたの

か、同じ敗戦国のドイツ ・イタリアやli攻いに巻き込まれたヨーロツ

パ諸国ではそ んなことは起こ っていない。 O波争でこわれた建物や橋

は、きちんともとどおりに造りなおしている 。 くまなく訴iべ、たわけ

ではないが、何度かの旅行で、コンクリー卜謎岸の類を見かけたこ

とはない。)

理由はいくつか考えられるが、第ーは「水が豊富だったから」で

ある 。豊葦原は瑞穂の国てやは、水はあり余るもの、 との観念が距史

的につちかわれている 。ffi が多いために洪水 ・土砂くずれ ・雨漏り

に悩まされつづけてきた。* 豊かなゆえに「水ぎ らし、」な民族性の

ようなものが港在的にあったので1まなかろうか。 日本人ほど「雨に

濡れる 」こと をきらう民族は少ないと思われる 。水に恵まれていた

がゆえに、結果として水を粗末に扱ってしまったい、えよう 。

いまひとつは、なんとい っても「稲作民族」である ことで、* 田

ティウ' ォリの卵形の泉水 マントノン城の堀( パリ郊外)

アルハンブラ宮 ・ライオンのパティオ

30 

ティウ' ォリ (Tivoli) のエステ荘 ・百噴水の道

はその性質上完全にフラットである こと を要する 。斜面地では稲は

育てられなし、。 「水は低きに流れる」カ、ら平i!! 地をつく り、わずかな

段差をつけて水を配分することに長年知恵をしぼってきた。 その性

癖からか、とにかく 「平たい土地」にしがみつこうとする 。山をヒ

ナ段状に「造成」し、海を i;埋め立て」る 。国土が狭い、土地がな

いという 一方で、「過鼠リ也」なるものカ守尺山ある 。土地は余っている

のである 。ないのは都市部の平i!! 地である 。

i羊の* 西を問わず良質の住居は高台 ・丘陵地に ある 。丘の高低差

をいかにうまく 利用してf主むか、に知恵がつかわれる 。 それをコン

クリ ー卜 努陛て液状にしてしまうはど J也ヵ、なことはない。京都をと

りまく 三山には多くの社寺 ・住居があるが、いずれもきちんとラン

ドスケーフ。化さ れている。中には清水寺のよ うに建築的に床面を確

保している例もある 。 しかも木造である 。 そして、各々の斜面地に

は、多様な水の展開がさりげなくも美しく組み込まれている 。 その

コモ;湖畔・エステ荘のカスケ ー ド ランテ荘 ・5 りがにのカスケード

ガJ レツォ一二荘の力スケード 中央奥の時ぃt ころ( 北イタリア)



同左 ・ラトヌの泉水

ゥ・エルサイユ宮の大噴水(グ ラン ・ゾ ) 。年に何向 か水が出る。ネプチューンの泉水 伺左 ・アポロ ンの泉水

「質」をどこかて" 見失って しまった。

第 3はなんい、っても戦後50年の効率伎先 ・物質指向と技術至上

主義 ・官僚主義の環境に対する無キ111:経きであろう 。治山 ・治水の土

木分野にデザインの観念がないのが致命的でれある 。 この人達は山の

中にまで100年に 1@]の大雨に耐える大きなコンクリ ー卜 の講を つ

け、少しでも早〈雨水を海にまでも ってい こうとする 。海岸にはテ

トッラポッ ドなるものを放り込んで、渚 ・砂浜を全部なくしてしま

う。風景 ・景観ある いは生き物のことなど 全 くおかま いなしにであ

る。

品丘 lこなってやっと 「親水空間」などとい って見直しの機運がお

こっているのがせめてもの救いである 。ただ、その 「事例」なるも

のを見ると目をおおいたくなるような のが多し、。 「改修」し たも のを

もう 一度「改修」し なければならない、 とは気が滅入る事態てやはあ

る。良女子な司王:{9IJ が増えていくことを千斤るはかない。

同左のカスケード

ティウ' ォリ (T;vol; )遊園地 ・( コペンハーゲン) の気泡の泉水

そうした意味では、この特集 も良質な水空聞を創 り出していくた

めのデザイン上の手がかりを得るための一つの行孝義であるといえよ

フ。

口建築デザインと水

ここで建築やその周辺に水が与 える 主 としてデザ、イン的 ・視覚的

な効果 ・効用をひとわたり数えあげておく こと にしたい。

身辺に水 を? とりこむと、

- 風景が明るくなる 。

*1ま陽光( あるいは月光) を反射するので、その周辺の光景 はい

ちだんと明るくなる 。 これは平野部や山中から海面あるいは湖面の

ある場所へ出たときに誰しもが体験すると ころで、あたりは急にま

ぶしくなる 。 日本三景が、松島 ・天橋立 ・安芸の宮島、 とされるの

ラヴジョイ ・プラザ ロブソンスクエア( ヴアンク ーヴ ァー)

口ブソンスフェア 上右写其1.1' 央部の水而の下はアトリウムになっている 。

31  



福岡市警固公園 長さ約50111のウォ ーターカーテンがある .

も、この水面による風景の明るさカ糊承ではないと思われる 。

- あたりの情景を映す。

水鏡の語が示すように静水面は鏡面効果をもち、あたりの倒立像

を11央し出す。水面にさざ波が立っと風景は複数のゆら し、だ11央像とな

る 。 ｩＢｾＭＨＪ 商がさらにゆらぐと映像はかきみだされ互いに入りま

じる 。 どうかすると動きがひたと止ま って、 'i 由を流した・・一」よう

に平滑ではあるカ叶可も |吹きない状態になる 。水面の景はきわめて多

様であり、 H寺々刻々に変化する 。

- 光を反射する 。

水面は、陽光を反射して建物( や、あたりの景物) の通常てやは陰

になる部分に光石? とどかせる 。鹿苑寺 ・金聞や平等院鳳凪堂などの

粁や天井に陽光がゆらめくさま、あるいは厳島村l社のように潮カ守的

冒圃・圃置圏直

愛知県緑化センター・本館と流れ 同左 ・日本庭園とあずまや

向上 ・カスケー ドと広場

32 

同左・ウ ォーターカーテ ンは入力す< ( ，れるようになっている 。

ちてくると、社殿 ・回廊はじめが1] の鳥居までが海面のiEt 紋を11央しだ

す、このとき水面にはあたりの緑や建物Jの朱カ前たっているので直接

光と問桜光とカf槻主に入りみだれるありさま、などは水なくしては

生じえない光景い、えよう 。

- 空間に 動き ・音 をも たらす。

先述のように静水面であっても水景は刻々に変化する 。水面の表

情はときに「風」を感じさせたり、「雨」を知らせたり、あるいは波

紋によって魚など「生き物」の存在を教えたりする 。滝 ・流れ ・務

水 ・11如ドなど のいわゆる動水( 面) は、文字どおりあたりに動きの

感覚をもたらす。水の動きは大なり小なり水音? : ' ともなう 。 自然の

ものから人工的なものまで、動水のありょうは多種多様であり、そ

れにともなう音 ・響きの干重類 ・性格もまた中敏佐多岐にわたる 。同時

にこれらも季節 ・天候 . n鞍 IJ によって変化する。

水戸市植物公園のバティオ EXPO' 90 ・水ステー ジパック

水戸市植物園 ・半円形の落水



石川県農業総合制措・ビジタ ーハウス・ハー 7 ミラーガラスに風刺f映り 、それがさ らに水に 3つる.

動7]¥でいえば、なぜかわが国には噴水の歴史がない。金沢 ・兼六

固に小さなのがある ことはあるが、 同11#イ七の臥介|のものとは較べも

のにならな い。 その代わり1こというとおかしいが、なぜか滝 ・流れ

を好むようである 。

カナタ守 ・アメリカあたりではどうという こともないちょっとした

スケーノレのものにも必ず名前がついていて観光の対象になる 。 また

池庭に滝をつくって眺める ことを好むのもわが国だけのことではな

いかと思われる 。生々流転の生命観に根ざすからであろうか。

- 清 涼 感 ・明澄感を与える 。

* の存在は視党的 ・感覚的に「すがすがし」さや 「さわやカ、」さ 、

うるおい( 潤L、) 、明るく澄んだ気配、あるいは文字どおりに「みず

みずJ ( 瑞 )々 しさ、をあたりにもたらす。

み そ ぎ す す

また旗、 i濯ぎ、斎戒休i谷など、水に身体的に触れる ことが、精ネ11
1

福岡市植物園温室の中庭 1&1 ランド ・水のパティオ備隊

シャープ労働組合研修レクリ工 ーシヨンセンター 1&1 ランド ・水のパティオ

同左 伎になると内外が反転する。

的な( ときに宗教色をおびて) 心身の清浄イり惑をもたらす。五イー鈴

川の清流をわたる ことなしには伊勢吟中宮は成り立たない。

などがあけ、られる 。

が、 このように分析的にものごとをとらえていく ことは、総合化

を旨とするデザインにはかならずしもつながらない。素晴らしく調

和していた環境の改変色理詰めて‘ 考えた結果、すべてを古なしに

してしま って いるケースが多々見うけられるからである 。

いヮき〈

今、求められて いるのは理屈ではない。一掬の水を愛でる勝|生で

ある 。

みずみずしい生活琉境を再びとりもどしたいものである。

( たき みつお/ 建築家)

/  

大和町 ・水田の池に浮かぶ交流館 同左 ・和歌文学館 ・強化ガラスの落水口

大和町「古今伝授の里フィールドミュージアム」研修館・域跡を借景、ぞれが水に映る 。
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首官韮 1:  5000 水との関わり
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面宮正 1:  1000 

横浜ガレリ

配

車

ホ

i

ル

学

習

研

究

室

④ 



3 0 2 0  1 0 Om 
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街を水で演出する水の専門家

日本水景 協会関西支部

支 部 長 樋 口 進

理

理

理

藤

置

村

一地

玉

川

平

洋

明

浩

喜

徳

( 東 洋水 芸 )

( 玉 置 産 業)

( シントー)事

お問合せ先

干530 大阪市北区東天満1丁目 11番1 勺

( 東天神ビル)

T E L  ( 06) 353- 1920 

水空間の創造と整備に貢献します

私ども 日本水景協会は、水景施設の保全維持にあた

り、維持管理計画を作成し、水景保全維持の重要性を

啓蒙するよう努めています。 また水質保全の問題に対

し、あるいはまた水遊び場において、子供たちカ〈いか

に安心して遊ぶことができるか、常に積極的な姿勢で

取り組み、調査と研究を重ねております。

日本水景協会では、水に関することなら、どのよう

な小§ なことでも相談に応じ、水景のデザイン ・演出

から設備機器の維持 ・管理にいたるまで、ソフト ・ハ

ー ド両面を多角的に介析し、徹底的に解決するように

心がけています。

ｾ 水のことなら・

株式会社インターナショナJlJ ・ススμ司.

街に、暮らしに、

安らぎ空間を

水で演出する。

本 社 営 業 担 当 東 出 、 光 吉

干 530 大 阪 市 北 区 東 天 満 1丁 目 11 番 1号 ( 東 天 神 ピ ル )

TEL. 06( 353)  1412白。 FAX. 06( 353) 1446 

京 都 営 業 所 営 業 担 当 本 多

干 611 京 都 府 宇 治 甫 宇 治 1番 78- 2( 森 井 ピ ル )

T E L.0774( 23)  1663 

長 崎 出 張 所 営 業 担 当 樋 口

干 857- 01 長 崎 県 佐 世 保 市 原 介 町378

T Eし 0956( 49) 9744
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と自然をアート守

上下水道設計施工 噴水設備設計施工

給排水衛生設備 漉過設備設計施工

空調建築設備 滝流れ設備設計施工

メンテナンス一式 自動緑地潅水設計施工

吹田市公認

25 国次水道 T E L  06 (381) 6104 

吹田市岸部南 2 丁目 30番29号 F A X 06 (383) 6533 

マンモスルーフからf 、リが消えた。聞にーハニカム〕

住友のスーノ
ニカム

八二力ムサンドイツチ構造による高剛

性と驚くほどの軽量性がそのヒミツ。

これまでの屋根下地を不要にしたこの

構造パネルは、すでに内装仕上げが施

された天井材でもあります。

工場プレハブ化による 〈スーパー八二

力ム〉のユニット工法は、どんな形状

の屋根にも応用できます。

住友軽金属の技術と創意は、建築分野

でも新しい可能性を実らせています。

。 住 友 軽 金 属

⑤ 105 東京都港区新橋5丁目 11番3号( 新橋住友ビル)

・メタルビル事業部窓口3 ( 3436) 8 7 1 6
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三水社の水の芸術が活躍しております

噴 水 ・滝 ・流 れ・ろ過殺菌施設と オ-]' ジ ェの 設計・施工・維 持管理の

nln 株 主 皇 社 2J I [ 社

心にやすらぎをもたらす

水景の 老舗と して、 23年 、

大阪城公園をはじめ 、

人々 の集まる所

近畿を中 心に1000件の 実績 を数え、

今、専門家として、
干536 大 阪 市 城 東 区 今 福 東 3 丁目 8 番 2 号

T E L  ( 06)  9  3  2 ー I 2  9  3 代表

FAX ( 06)  9  3  2  - 8  4  2  0  さらに新 しい水景 に挑む、

yamac al 凶 a

都

市

か

ら
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ゾ
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ま

で

。

水

と

人
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光
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手
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空

間

創

造

の

新

た

な

可

能

性

を

提

案

い

た

し

ま

女

可

オープン

現場確認

. 筆工写真

・図面貰料化

コントロール

施工監理

. 効率監理

・品賢岳1I

プラニング

実施設計

・設計図面

・手法的選定

. 仕織の決定

マスタープラン

空問機能デザイン

. レイアウト

. デザイン

・基礎仕様

コンセプト

設計の方向づけ

・テマ

・イメージ

・リサーチ

リサーチ

現状の把握

. ロケーγ ヨン

. データ

オリエンテーション

要求目的の把握確認

・ニーズ

・予草

・期間

インフォメーション

情報の把媛

. 要件の確認

Ｎ サポート晶体的確 ｾ

ランドスケープを「光 J て'テ・ザイン一一 株式会社 ALS景観デザイン研究所 干 101 東京都千代田区外神田 1-5-10 TEL. 03 (5294)  1765 

照明計画のご相談は一一一 ヤマギワ照明システム株式会社東京営業部 TEL. 03(5371)  1670 ヤマギワ照明ンステム株式会社・大飯営業部 TEL. 06(643)  3211 
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日本建築総合試験所は、関西地区の建築関係諸団体の熱い要望と、大腕荷・大阪市の強い

ご支援のもとに、昭和39年4月建設省月滑: の財団法人として設立が計二可されました。本年は

創立30年に当たります。ちなみに当時の日本建築協会会長束畑謙三氏は、わか試験所創設

の推進役をされ、設立後は永らく副理事長を査問[ 9 i されております。創設以来ご縁の深い日

本麺築協会の機関誌、「建築と社会」が、わか試験所のために、記念持集を持って頂くこと

になりました。ここに、 一言ご挨拶申し上げま す。

顧みますとわが説験所は、設立認可を受けた翌年に、今日の大淀分室の地において、工

事用材料試験を期発として発足致しますが、昭和42年に、千里ニュータウンの一角に土地

を与えられて、本館及び耐火棟を建設し、構造物、材料、耐火・防火の試験部門を整備して、

本格的業務を開始致しました。昭和47年に至り、試験所のメルクマール的施設である 1000

トン大型構造物試験機が完成し、音・熱試験の類[ 9 i が始まります。そしてこの年建設・通商

産業両省の共管の法人となります。以来今日に至るまで、関西における建築関係のl唯一の

公的試験機関として、その使命を果たしております。設立後の10年聞は、園、大阪府、大

阪市および地元の建築関係諸国体の力強い指導・協力のもとに、中村文夫理事長、坂 静雄

副理事長費節庁長、錦田直一副所長を初めとする役職員の並々ならぬ努力によって、試験所

の基礎か築かれたl時期であります。

続く 10年は、ほほ坂静雄理事長、奥島正一所長、錦回局長後に副理事長の時代であり、

試験所の施設を充実し、新たに風洞・動風圧などの試験期続開拓し、また公示検査期売を

担当するなど、ほほ｜現況に近いまでに、業ｾｧ［内容が拡大 ・ 発展を遂げた時期であります 。 そ

のーっとして、現庄も試験所業務の重要な部分を占めている、地域のコンク リート 工事の

品質維持に関する業務があります。すなわち昭和52年に、大腕荷のコンクリート工法に関

する指導要綱に基づく指定機関としての研修・試験の業務が始められ、同様の業務が57年

には兵庫県に、さらに62年には京都市に拡大されております。各地における試験の要請に

応えるために、本所および大淀分室のほかに、堺・京都・加古川分室が開設されました。

これら地域のコンクリー卜構造の品質維持に、大いに貢献しているものと、堅〈信じてお

ります。

20周年を迎えた昭和59年から本年にいたる 10年は、大半は世界第二の経済大国とな った

わが国カ丈未曾有の発 ｪ 到 ｾＷＮ 長を遂げた時期であり、それに伴い建築界は多忙を極め、試験



所においても同様でありました。この聞は、ほほ前田敏男理事長、若林 実所長の時代で

あります。なお理事長は平成3年6月、前回先生のご病気により、私がお引受 しました。59

年度から本年度にいたる、 10年間に、職員数は約20ノf 一セント増加したに過ぎませんでし

たが、 量的には金額で上国主して約倍量の仕事を交躍し、しかも 多様化する類納容、国際

的技術協力の要請などにも積極的に対処して参りました。このことは、これまで試腕庁が

培ってきた、職員の質的な高さを物語るものであると思っております。職員は開設以来

3原則すなわち「公正・正確、出車・親切、秘密の厳守」をモ ットーとして処し、利用者の信

頼を高めることに努めて参りましたが、試験所がかねてその英文名が示すように、 リサー

チの重要性を認め、職員の自主的な研究を奨励するなどして、資質の向上を図ってきまし

たことが、大いに与ってカがあ った、と思考するものであります。

この間に生じたゆとりをもって、新たに土質・基礎試験室を整備して業務の拡大をはか

り、また本所およひ分室のコンクリート圧縮試験装置を逐次全自動化し、作業効率を高め

ております。さらにまた、昨年度末には工事用材料試関東(検査室・土質基礎試験室を含む)

を完成し、積年の手狭きを緩和することができました。

この2・3年は、いわゆるバブルの崩壊により景気が低i主を続けておりますが、幸いにして

我が試験所は、優れた職員と充実した設備を擁し、健全な経営状態をも って、 30周年を迎

えることが出来ました。いま30周年の歴史を顧みて、試験所の今日があるのは、歴史を造

って頂いたすべての方々のご尽力の賜物と、深い感謝の念を禁じ得ないものがあります。

ここに試験所の外から、ご指導を頂いた園、地方自治体ご後援を頂いた建築関係諸国体

のご尽力に、そしてご利用頂いた多くの企業のご支援に、 心か らの感謝の意を表したいと

思います。また歴代の役員、創設以来の職員のご苦心、ご努力にも、敬意を呈するもので

あります。

建築界はいま、新たに解決すべき 多くの技術的課題に直面しております。当試験所とし

ても、新しい時代の要請に応えるべく、鋭意努力をして参る所存であります。

関係各イ立の変わらぬご指導ご支援をお願いし、たします。

平 成 6 年

日本建築総合試験所理事長 横 尾 義 貫

57 



都 市

都
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の

機

能

と

美

し
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に

、

たしかな情報・知識のなかから

舎もとめられている真のデータを選び

空闘をキャンパスに

美しさとともに信頼感をスケッチし、

人・物・都市の融合にハードの面から

サポー卜して社会資本の充実に寄与しています。

信

頼

を

そ

え

て

。
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大型構造部材や建築部材の強度試験 大山首脳ｾ材の刷版唱え餓材の捌実験などを行い、企業時
やr.m日発を支援しています。特に、耐艮安全性の向上を目指した構造

実験に力を入れており、そのための笑験設備を充実させています。

100011構造物試験機を使ったR C柱梁接合部の実験

建築材料、工法の耐火・防火試験

燃えにくい建築材料や柿造部材で梢成された建築物は、火災の拡

大を防ぎ人命を守ることができます。建 鎚 凶si 去に基づいて建築材

料ゃあIV;: 造音1I材の防 ・耐火性能的検を行ーい、その合 ・否を判定してい

ます。 この結果により建設大庄の認定 ・指定を受けることができ、

防火材料等 としての使mか認められます。 この他に火災にあ った建

築物のmf現状況などの診断 ・詞ヰilli も行っています。

床の耐火性能試験

また、公的試 験 機関 として、建築部材の強度などの迎合|全試験を行

っており、さらに、第三者機関の立場から、既存建物の耐謀診断や

耐謀補強方法などの検討も行っています。

載荷床を使った鋼板耐震壁の実験

柱の耐火性能試験( 試験体のセット)
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環 境

人が住み・憩う、生活空間在

ソフトの面から見直して

機能的な条件を満たすとともに、

人間の感覚をテクスチヤーに生かし

環境との調和を計りつつ

快適空闘を演出する

素材選びのアクセスづくりに努めています。

環

境

を

優

し

く

リ

ー

ド

す

る

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

l。
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吸音・遮音性能の試験

実験室測定装置

床衝撃音試験

断熱・透湿性能の試験

建築物の省エネ化、結露防止は地球環境保全、快適な居住空間の

確保に不可欠て‘ す。建築材料や柚成部材の断熱、透湿、吸放湿、熱

変形性能試験等を実施して、省エネ、防露設言一|ーに 必要なデータを提

供しています。

また、実際の建築物の ￬ ｊｦＱｌＮｾ部境￬ｬ｜ ｉｊ 定や結樹皮害調査等のほか 、環

境共生建築技術の調査 研 究や厨房 排水中 の ｩ ｬｪｾ 分除去装置Ｈグリース

阻集器) の性能試験も行 っています。

熱伝導率測定装置( 直接法) グリース阻集器性能試験

壁 ・窓、等の音響透過損失、各種内装材のI汲

音率、および各種床材の床衝撃音の試験など、

快適な居住空間を造り出すための音響設計用

テータを提供しています。

特に、近年は集合住宅居住者の防音木質床

に対する関心か高く 、 これについては、床衝

撃音データシー トを発干IJ 、一般 へ の 僻i蹴: 供

も行っています。

この他、 実|僚の建物における音響1現場測定、

ホーノレの音響設計等にも応じます。
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自 然

自
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自然のもつ循環的な安定感を

見据えてより親密に

節度ある地球環境の改善に取り組み、

自然と八一モナイズした

建築空間の実現のため

積極的な支援を行っています。
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風洞による模型試験、実物大での性能検証

総iイ、母美型を用いた風洞実験によ って、計画建物周辺の思ほ策境調査、

設計用風加工立の設定などを行な っています。その他、 J! l l ¥，瑞境の実iJIIJ

や高層建物における風俗れによる居住性の検討も行ない、建築設計

を積極的に支援しています。

また、実物サ ッシや外壁材などのifu;t蜘| 生や水密| 生などの安全性確

認の試験を行な っています。

縮小模型 による 風洞実験

地盤・基礎に関する調査・研究

ジオテキスタイル ( 綴壁用透水マット) の長期透水試験

実物カーテンウオールの性能試験

J 二をはじめ、安定処りよ、再生竹村、 ジオテキスタイルなどの物

J_lj l ・力学試験を災胞 しています。特に、力学副総に凶し ては、前段

装世を自ら設計 ・製作し、依頼者の多織なニーズに応えられるよう

努めています。

また、 地 税 沈下なと] Mli=O) !i iH山 こ手|土つ村1造 物 の出傷司王l究 や地帯主改良

工法などに|刻する調査・研 究などにつしても和極的に取り組んでいます。

土の一面せん断試験
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個性ある建築デザインのために要求される

性能的欲求をクリアーさせながら

信頼性ある素材による居住空間に

高耐久性を加昧して確かな存在感と

人に優しいイメージの追求に貢献しています。
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建築材料の昂質・性能試験

ζ J  
-

f妻触型センサー

-ーー-守

GBRC腐食モニタリンクe システム

建築材料は、多種多様であり、加えて新しいニーズ! に対応した、

開発が日々活発に行われているという特徴があります。

これら建築材料で構成される建物の安全性や耐久性は、建築材料

の品質や性能を試験て唯認することにより、信頼性を確実に高める

ことができます。

各種材料の分析・検査

各種材料についての物理的 ・化学的な試験 ・分析や、施工性試験

などを行います。

既存建物の損傷・劣化については、その原因 ・現 状 を調査して明

らかにするとともに、調査結果に基ついた合理的な対策を立案して、

維持保全に役立てて頂いております。

新しい試験方法や調査 診断方法の開発研究にも取り組ん でいます。

GBRC促進法( 骨材のアルカリシリカ反応性迅速判定)

分 析S E M( 分析装置付走査型電子顕微鏡)

ライン介析( ライン上の元素分析)
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検 査

66 

l工事用材料の昂質・性能試験

コンクリー卜の圧縮強度試験( 全自動)

鉄筋の 引張強度試験

本 所 エ31用材料試験室、大淀分室、堺分室、

京都分室、加古川分室の 5 室では、建設工事

現場や工場から依頼を受けて、行耐:旨導に基

づくコンク リートの強度試験、コ ンク リー ト

に使用する骨材の品質試験、鋼材の強度試験

を行っています。

これらの試験結果は、建設工卒現場で使用

される建設資材の品質管理 ・検査に役立てら

れています。

l 建築資材の晶質管理、外部監査、公示検査

大[ 別符のコンクリート工法に関する指導要

綱に基づき月 1 回生コン工場に 出向き、骨材 1  

を巡回採取し試験を行うことで、工事現場の l  

骨材品質管漕! の一助とな って います。

また、定:j 品質の生コン供給を目指 し、大|坂、

兵庫、京都、奈良の生コン工場では年 1 IITIの

立入り j淀守を行い、工場の品質管理の向上を

支援しています。

通商産業省の公示検査認定機関として、 J

1  S 工場の品質管理状況を調査し、 J 1  S マ

ーク商品の信頼性碓イ呆に協力しています。

¥ 

工場巡回による骨材採取

鉄筋庄接部の超音波探傷試験



l建 築 技 術 安 全 審 査

建築主l J>; の諮問機関として、建築物の部材 ・構法な 袈古川こより「建築技術安全審査委員会」が設置されま

どの安全性を審査することを目的とし設けられまし した。

た。建築物の構造上等の適否について専門の委員が また、昭和56年6月の麹諜基準法改正に伴い、高さ

審査にあたります。 が45m(RC造は31m) を超え60m以下の高層盤幼のf，¥'i.

1I i'!.痢]45年に開催された日本万国博覧会では、建 築 造言阿国も行うことになり、 ogl ; t E に至っています。

技術指導委長会が設置さi ' L， ノ f ビリオンや諸施設の なお、去る昭和55年のや1
1戸ポートアイランド博覧

柿造上、防災上などの評定を行いました。 会 や 平成2年の国際花と緑の博覧会でも万博同様の

この後、日召手[149年 11月に近畿建築行政連絡会議の 評定を刻むしました。

lコンクリート工法研修

大阪府 ・兵庫県における「コンクリート工法に|刻

する指導要綱」に指定された 、現場打ちコンクリー

ト工事を行う監理者 ・施工者等の技術向上のための

削 除 を 笑Ji 也しています。

また、この研修会を実施するため当試験所内に

「コンクリート工法研修委員会」を設け、研修に関す

る基本方針 - 運営方針の策定にあたっています。

コンクリート工事の道正化 については、以前より問

題点が担誌Eされていましたが、昭和50年半ばに欠陥

コンクリートが大きな社会問題となりました。

これを契機に当剖検所内に「コンクリート工法調

l海外協力

試駒ヲ? のもつ高度な試験技術などに寄せられる諸

外国からの期待はますます大きくなりつつありま

す。そこで、国際協力事業団( J ICA) なとe の要請に基

づ いて、諸外国に対して技判明あ力などを行っていま

す。

これまでの技術計五b力の内容は、「コンクリート構造

専 門分化する 中で、明微者の経験と知識を求める

ことが、ますます増加しています。

高度の技術的内容に応えるため、必要のつど委員

会を設置し、調査研究を実施しています。

ここ 2- 3年では、斜面I幽動物、産調亮繋物油泣跡

査委貝会」が設けられ、コンクリート工法についての

笑態調査か行われました。この調査で、生コンクリー

トの品質、工事滋理者・施工管理者などの技例措のコ

ンクリート工事に l刻する知識不足のための教育の必

要性等々、種々の指摘・提案がなされました。

これを受け、大腕符では昭和52年に「行砥d旨連与要

綱」を制定、また、兵庫県においては昭和57年に大阪

府と同様に「行政指導要議問」を制定されました。

巾試験所は、この行酎旨導と同時に教育研修笑施

機関に指定され、これに基づいて研修会を実施して

います。

物 のJlJS食」 ・「防火技術」 ・「住宅性能見験」 ・「コン

クリー卜のアルカリ骨材反応」等です。

また、交流国は、ヨルダン、インドネシア、シンガ

ポール、ブノレネイ、ブラジル、中国等の諸外 国です。

今後も多様化・ボーダレス化の進む世界の中で国

際交流は広がって行くものと思われます。

地利用、高強度コンク リート、環境共生建築技術、

町家再生等の問題に取り組みました。

また、昭和61年度から当所内に「災害調査i 制nll 委員

会」を設け、災害発生に対応し得る態勢をとっており

ます。

啓 蒙
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沿 革

I I C一 能 欄 鵬 J [ -一 端 鰍 鰍 1 1:: 委員会環係

:J 

昭

和

ぬ

年

539 4  建極大臣より設立許可され 業務開始

543 6  建設省より耐火 防火性能試駁の実飽

機関指定

546 12 通商産業省より新建材認定制度に基づ

く指定試厳償問指定

547 8  建 惣 省 通 商 産 業 省 両 省 共 管

548 2  建役省より遮音性能試駁機関 認定

540 4  大j定 分 室 開 設

542 12 吹 田 本 所 本 館 耐 火 練 構 造 材 料

耐火- 防火各試餓E量 備 完 成

業務開始

543 6  日本万国情覧会建築妓術指導委員会

銀置 パビリオン等の評定業務実施

549 11 近餓建築行政連鎗会議の要請により建

築妓術安全審査委員会発足

547 3  1000 t 構 造 物 圧 縮 幽 げ 試 隊 機 完 成

547 9  音醤 ・聖書試験 業務開始

(

開

所

)

i

昭

和

制

年

550 4  日本海事協会より船用内装材料の発煙 550 4  動風圧試験 業務開始 552 1  コンクリー卜工法研修委員会発足、

- 有毒ガスの指定機関 承認 551 1  機関誌 rGBRCJ 発干IJ 大阪府「 コンクリート工法に関する指

55011 運繍省大阪航空局より防音建具の指定 552 4  風 洞 試 駁 業 務 開 始 導要綱j に基づく研修の方針等 策定

試 駿 機 関 ゑ 認 552 12 i界 分 室 開 設 554 11 神戸ポートアイランド憎覧会建築妓術

昭

552 8  大阪府 「コンクリート工法に関する指 556 9  京 都 分 室 開 訟 評定委員会設置

平日

導要綱j に墨づく研修 ・試験の実施機 557 5  加 古 川 分 室 開 政 パビリオン等の評定業務実施

50 

関 指 定

年

553 11 通商産業省より優良断然建材認定制度

に基づく指定試般相韓関 指定

昭

556 4  通商産業省より公示倹査の認定倹査機

手日

関 認 定

59 

557 3  兵庫県「コンクリー卜工法に関する指

年

導要綱J に基づく研修・試駁の実施機

関 指 定

557 6  住宅金融公庫より内部火災に対する耐

火性能試厳実路機関 指定

562 6  京都市「工事の施工計画及び施工結果 562 9  本館構築練 (図・康・講堂) 完成 563 4  国際花と録の樽覧会出展建築物毒事E平定

の報告制度」に基づく試験実飽機関 H  1  4  土質 ・基礎試厳 業務開始 委員会設置パビリオン等の評定業務

指定 H  4  3  関西国際空港出張所開設 実路

563 7  (社) 日本建材産業協会より優良断熱建 H 5  1  りんくうタウン詰所 開設

材認定制度における品質試際機関 H 6  2  新館 (工事用材料試験室土質試験室

指定 検査室) 完成
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「建築技術の将来と

試験研究機関の役割」

出席者一

岡 本 側I ( 建設省建築研究所所長)

久徳敏治( 竹中工務J古常務1[ :賄w役)

若林 1
I

r 仰木建築総合試験所所長)

俣野千年治仰木建築総合試験所理事)

卜倉毅( 日本建築総合試験内閣境試験室室長) 一 司会

と き 平 成 6年 7 月15日( 金)

ところ千里クラブ

70 建築と社会 ・1捌 9

十倉 本日は暑い 中、遠路、お日付、、ただきありがとう ございま

した。

きて、当副験i ' Ji も皆繰がたの平案の ご指i謀、 ご援助に より本年30

周年を迎 える ことが出来ました。

そこで、節目の創立30周年を記念して日本建築協会会誌 「建築と社

会J 9 月号に取 り上げて いただく ことになり、 「試験所のいまJ を広

( P Rする t ともに、 iVi界を代表される皆検がたによる座談会主? 通

じて試験所の将来を見据えたご意見、ご提言 を拝聴いた したくお集

まりいただいた次第です。

久徳 さんは試験所の古くからのお付 き合いてよく存 じあげており

ます。それカ、ら岡本さんは、建設省の建築研' 9 ' eFJ i におられますが、

言明主所は建設省の認可により財団法人になった車部卒もあってやはり

古いつながりがあります。

本日は民間の研究所の立場で久徳さん、公的li if ザ諸島|長!の立場て |市l

本さんをお招きし、当所よりは若林所長、俣野f_l I I 事に参加していた

だ、き、活発な ご発言力、、ただけるものと期待いたしております。

若林所長が着任されたのは、ちょうど 20周年を迎えた後でしたが

以来 9年余にな ります、 ここ であらためて 30周年を迎 えるにあたっ

ての感想をお聞かせくださし、。

|日 本 建 築 同 町

若林 いま話がありましたように、 30年たちましたが、 この30年

は大体三つの岡山川に分けられると思います。初期 IJ : 構造と耐火を 中

心 t した基礎固めの期間で約 7 - 8年、っき‘ に試験室を整備した充

実期、そして私が参った ころからの発展JOJ といえると 思い ます。

、ｬＳ ｲｾ 訂正歴代の理事長、所長に 学 了者が多〈、初代理事長 ｉ ｊＺ業界のブ ｩ で

したが、以後はti lJ 始者の坂先生、京大の元総長の前回先生、そして

現理事長の検尾京大名誉教授とつづいており、所長も初代が坂先生、

つぎに阪大名誉教授の奥品先生そして私い、う ことで、いきおし、試

験所の性格もやや学者寄りかとし、う気がします。

そんな所風のせいか所員の学会への参加活動や国際学会への参加lに

ついても奨励しておりますし、 ｉ ｾ ｉ 主研究と称して意欲のある人は申

請して研究をする、もちろん業務に支障のな い限りという ことです

が、また図書室の蔵書も研究に役立つものを揃えるように心がけて

おります。

また、初代所長のJ反先生が、実験のブ出法とか、報告書の書き方に

いたるまで細かく指導され、試験所の基礎固めに尽力され、 これを
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奥島先生によって発展的にヲ| き継がれ、私が来たときにはすでに確

固たる伝統ができておりまして、私もこの伝統を守ってきたつもり

です。

っき「に、先程発展期の 10年 t 申しましたが、仔IJ えIt実験や計iRIJ の自

封バじな E によって仕事量が増加したわりには研究員の増員をせずに

今日に L、たっております。また、社会の変化に合わせるべく品丘は

横尾理事長のもと、委員会活動も活発になり、環境共生建築委員会、

鉄骨問題の委員会、木造の町家と防火の問題を扱う委員会など積極

的に展開し、行政のお役にたつようなソフト面の充実にも取り組ん

でいます。

|建 築 技 棚 の 現 問

十倉 つぎに建築における技術について国立、民間の立場から、

そのま匙伏と将来をお聞かせください、岡本さんからどうぞ。

岡本 まとまった形での話ができるかどうかわかりませんが。ま

ず、重点的に進めている研究の現状ですが、建築研究所はご承知の

ように建設省に付属している研究機関でして、現在いろいろな意味

で緊急的な行政課題を解決するための支援の研究について最重点で

進めているわけです。

ご承知のように平成 6年 3 月建設省では「住宅建設コスト低減に関

するアクション ・プログラムJ を出しましたが、これは平成 6年を

初年度として、 3年間でリ ーデイング ・プロジ、エクト的なものに関

して建設コストを 3分の 2 に低減し、西暦2000年には標準的なコス

トも3分の 2 に低減するぺくその達成に向けて流通の近代化、生産

の合理化等のアクシ ョン ・プログラムにつき様々な技術的問題を検

討する課題に取り組んで、います。

それから住宅建設コストの低減い、うのは、やはり海外との上国交

でとし、う ことになり、これと関連して現在建築関連技術基準の国際

調和というような こと が要請されており、これについては試験所さ

んも関係してきますが、建築関係の試験機関の認証についての話に

なり、試験成績の国際的な透明性を図るための相互認証制度のこと

とか国際がらみの行政議題としての解決策と支援策についての研究

が最重点課題 t して出てきています。

それ以外には建築研究所は住宅/ 建築/ 都市に関する国立唯一の

総合的な試験研究機関ということで、住宅から都市まで幅広い研究

をしておりますので、その中での重点課題というのは、なかなかむ

ずかしいんですが、現在建設省て。実施している総合技術開発プロジ

ェクトも、課題として 7 本実絡しており、細かい点は省きますが、

地球環境問題、 生産施工技術の合理化、省資源、省エオ、ノレギ一、 建

設副産物の問題等、いろいろな学問の専門領域を越えた横断的な研

究テーマが多くなってきていると 言 えます。

十倉 それで、研究員は建築分野以外の方も採用されているんで

すか ?

岡本 それカ若干問題てやして、建築研究所の創成期は陸・海空軍

の技術研究所の所員あるいは丸蔵省の管財の職員が集まってて》た

組織でして初期の時代はいろんな分野の研究者がいましたが、現在

IJ . 建築関係が 9筈IJ 、他には化学 ・農学系統の職員もわずかにおりま

すがほとんどが建築です。

ただ先程もふれましたが、学問の専門領域を超えた研究、例えば構

造ひとつとっても今日では環境問題を鮒見しての研究は成り立たな

い。また、これから先、新素材、新材料な E ますます増えることが

予想され、これについても物理、化学など異分野との交流が要求さ

れ境界領域を研究するためにも多彩な研究スタッフが必要とされる

とは思いますが、現在の人員構成はかならずしもそうなっていない

のカ宅彫伏かといえます。

|技 欄 発 向 即 ヨ ン

十倉 先般、建設省と建築研究所から 『建築/ 住宅/ 都市分野に

おける研究開発のニーズに関するアンケ ー 卜調査票j をいただL、た

んですが、あれはショックでした。建研は他人にテーマを見つけて

もらうようなことをなぜ? と感じたんです。

しかし、あとで考えてみると、これは建設省の英断でしたね、 と

いうのも集計結果をT頁裁して、非常に参考にになりました。 その辺

のいきさっとか、アンケー ト調査の概要について簡単にご紹介して

いたfごけますか。

岡本 まあ、昨今建謝支術そのものカTいろんな意味で曲がり角に

来ているとともに、例の入キl形態、発注形態の問題を初め様々な芯

味て建設界の資質が問われてきています。

そこで建設省としても技術開発の長期的なヒずジ、ヨンを持たなけれ

ならないのではないか? この確立のためにはその前提としてやは

り5 か年計画をつくる必要があるということで、各局、及び付属の

試験研究所ごとに 5 か年計画を作るところからスタートしました。

そこで、建築関連としては住宅局、営繕、建設経済局、建築研究所

あたりが中心になって、建設省あるいは国立の研究機関に対しての
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期待を含めて特に技術開発の面での長期ビジョンをつくっておく必

要があるとの考えから実施したわけです。

アンケート 調査の結果は多岐にわたっておりまして詳細は省きま

すが、特徴的なこととして、技術開発の面だけでもソフ ト面が目立

ち、例えは高齢者、身障者への対応とか、住宅計画、住宅 ｩｾ 合、さ

らには廃棄物、建築副産物の処理 ・再利用、あるいは建築 ・住宅コ

ストの低減、空間の高度利用等が潮待される研究テーマとして際立

っています。

それか ら、国立の研先機関としての建築研究所への要望として、公

共の利益のための行政上必要な研究、基礎的、先導的研究、単一企

業の利益を超えた共通的かつ必要性の高い研究、国際共同研究など

がありました。

|卜仕様規定的州吋|性生鵠醐能糊槻規綻定

+ 倉 岡本さん佃人としては研究所の将来はどうあるぺきカか、お聞

カか、せ 〈だだ、さL  、、。

岡本 なかなかむずかしい質問ですが、事丘の状況を見ています

と技術体系なども、たとえば構造、材料にしても技争開本系そのもの

の再整理、再精査 をする H耕月にあるように思う 。構造関係、の学会の

活動を見ても、カ、つ ての縦割りのままで相互の関係がどうなってい

るのかわかりにくい、基準体系に共通する理念についてもだれも取

り組んでいない。国の機関に要請されているのは、先程の国際的な

問題とも関連しますが、技術体系の再整理、再精査により設言f体 系

も仕様書11句な設言刊本系から性能的な設計イ本系の方向に向かなければ

ならないのではないか。

建築基準法施行令は国の基準 としてはカ、なり仕様的な細かい規定

で決められている 。今後は基準法施行令レベルて。は性能的な表現に

に変え、現在規定されている仕様書的な技術体系は性能達成のため

の一つの選択肢、即ち， approved document の一つにするという

方向に向かうのではないでし ょうか。

また例えば、毛ft在、日本構造技俳首協会が自主的にまとめてし、る、

設計規範も性能達成のための選択肢のーっ として位置づけるという

ことになると思うんです。

十倉 それは建築基準法とは別の・・・・

岡本 そうですね。

いま、火災関係で、総合技術開発プロジ、エクトを一つやっていま

すが、来年から構造関係でも、新構造技術体系の開発い、う性能基
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準を目標にした建築基準法施行令を確立するための総プロをやる予

定になっています。

建築基準法の規定では、構造と防耐火関係が細かく決められてい

ますが、それを性能的な規定にして設計の自由度を高めるという方

向に向くようにしたいと考えております。

+ 倉 ( 久徳氏へ向かい) この考え方は、 10年程前に久徳さんか

らお聞きした覚えがあります。

久徳 アステムがそうなんです、あれは性能発注です。建設省と

民間 t て実験により性能を確かめて、基準法にしたがっているよう

ですが、あれには耐火被覆がありません。現在はシステムというか

手続上、防火設計をきちんとして防火評定を受けることができます

が、技術開発の活J性イヒのためには性能発注的なシステムは品針務なこ

とと思います。

岡本 いま考えているのは、建築基猶去施行令そのものを性能規

定化すぺ〈抜本的に見直すい、うことです。

|基礎開発部門の充実

十倉 では、久徳さん、民間企業の技術研究所の研究の現状およ

び将来構想、な E についてお話しいただけますか。

久徳 社会帝王済情勢がここ 2， 3年に急激に変化しましたが、こ

の影響て研究所のあり方、研究のテーマなど、いま i毘吉凶月をむかえ

た状態です。民間企業の場合、研究のための研究機関としてあるの

ではなく、企業の社会的活動をサポー 卜するい、うことがベースに

あります。ある意味では研究と企業の発展 とは二人三脚の場合もあ

り、相反する場合も往々にしてあります。

特にこのH棋月 E んなテーマ を選ぶかは当社のみな らずゼオ、コン各

社共通の悩みではないかと察しています。

当社も昭和34年に研究所ができ、 40年には東陽町に組織的な研究

施設をつくり、去年、また新しい研究所に移転して、発展を遂げて

きました。

このたびの景気低迷の景雑草は他産業にくらべて建設業への対処W

非常に大きい。回復の時期も他の分野より 1， 2年遅れると思いま

す。ついては生き残りをかけて、他産業の開発された技術を取り込

むなどして、新しい形態の空間なり環境を提案していくとか、将来

をしっかり見据えた基礎的な研究も必要か t 考えています。

それと、先程の住宅関連のアクション ・プログラムにおけるコスト

低減と同様に、やはりコストダウンにも目を向けての研究も企業 に
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対して、また社会に対して貢献できるテー? として重要かと思いま

す。

当研究所には商品開発、生産技術開発、未来技術開発 とシーズ開

発の四部門があり、商品開発は応用研究部、生産技術開発は生産技

術開発部そして未来とシーズ開発は基礎開発部がそれぞれ受けもっ

ており、その比率は応用研究部ヵt約50%、生産技術開発部約40%と

両部門併せての比率が圧倒的に高〈、基礎開発部は僅カ' 10%干割支。

今後はこの部門の充実に心掛けね l心、けないと考えています。

建築の生産技術はシステム、造り方、機械にしても他産業に比ぺ

て、非常に遅れています。大量生産による標準化の難しし、側面を考

慮、しでももう少し生産力を高めないといけないのではないのでしょ

うか。

アメリカと 比校して、円本は生産能力が高い と言われていますが、

こと建設業でみると決して高くはないんです。

いま、建設業界て懸念されていることに受注量の減少がとりざた

されています、それも施工面積はさほどでもないんですが、受注額

についてです。建築はいま 20兆円産業でしたか?

岡本 いや、建築は L、ま 40兆円産業です。

久徳 この40兆円産業が先程の建設 コスト の低減によって 3分

の 2 になると、全額、住宅fごと仮定して 40兆円が30兆円以下になる

計算になり受注額の減少になります。国家的見地でのコスト の低減

が建設業全体の生産額に話網1してくる 。

外国からの圧力に屈して、日本の特異性を考慮せずに支磁告的 lここと

を進めるのはし、かがかと思うのですが?

岡本 いま海外から改善を求め られているのは、そういう日本の

構造的な体質だと思う 。明治以来社会構造、主お斉構造全てがE矧そか

らキャッチアップして積み上げてきた結果が、今日の繁栄につなが

ってきた、要は追いついたわけですね。 そういう意味でこれからは

ノf イオニア型のf本制にノ f ラタ守イム ・シフトをしなければならない時

期に来ていると思うんで" す。

久徳 いや、おっ しゃることはごもっともなんてやすが。 日本の戦

後の高度成長には自営みはるものがあり、経済力も世界の一、二位

を占めるにいたったのも、海外市場あってのことと認識しており、

日本鉛斉も世界的レベソレて議論されなければならなし、ことは承知し

ております。

ただ、経済戦略としての防防方針を日本の実情を細かく説明せ

ずに短絡的に受入れて、対応しているように感じるんですカ九

岡本 今の体質てやし、る限り昨今の円高をみても 、 とにかく日本の

市場を開放しない限り酌同攻撃の手は緩めないでし ょう。

久徳 アメリカ人一人当たりの日本製品の購入額は年 381 ドルてや

すが、これに対して日本人一人当たり 421 ドノレなんです。

しかしアメリカの総人口 2億人に対して日本は l 借入強です。総額

てやは差がありますが、個人ベースてやは頑張っているわけです。

+ 倉 国 に と っても、企業 にしても非常に重大な時期ですね。

|研究機関吋色をもって

久徳 わたし達、 ゼえ、コンの研究所にと っても体質が問われる時

期です。国立、大学の研究所も含めて、建築全般の研究はもう成熟

期にはい っています。

例えば、昔、大学にあった鉱山とか冶金の学部がし、まは存在しない

ように、動丘てやは国立大学の場合は建築系は抑制する傾向が見られ

ます。

そんな高度な研究をすることが少なくな ってきているわけです。 こ

れから先、国立、民聞を問わず研究機関の目指すところは、それぞ、

れ社会に対して、あるし、は企業に対していかに貢献するかを模索す

る時代ではないでしょうか。

若林 外国との関係ではどうなんて、すか。

岡本 日本の場合、各ゼヌ、コンがそれぞれ立派な研究所を持って

いる、これは世界的にみても特異なことなんて子ね。

それがゼオ、コンの利潤の追求にどれだけ貢献しているかは別にし

て。

久徳 数値てな計れませんからね。

アメリカてや日本的な研究機闘を待っているといえる のは、例えば

ベクテノレ社とか、コンサノレに近い業種ですね、 これには研究機関も

あります。 それとアメリカの研究所はそれぞれが何 らかの特色をも

って研究にあた っている 。 日本の場合は、例えば一つの企業が高層

R Cを研究しだすと、軒並みなやりだすというように個々の研究所

の特色に違いが見えないように感じます。
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目下の研究テーマの話に移りますが、いま の研究テーマは超超高

層とか住宅ですね。 21世紀に向けて、より豊かな住生活をめざ、して。

例 えばマノレチメディアを含めハイテク装置をいかに組み入れるか、

あるいは高齢化社会への対応 t か、応用研究的な面も 多 〈抱えてや
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っております。

それから地球環境問題を見据えた産業廃安物の問題、新素材の開

発など、年聞を通して 200か ら300位のテーマを抱えています。

十倉 そうした研究テーマの中で、建築物の寿命を延ばすという

ような、テーマについてはいかがですか。

久徳 リノベーションね、アメリカの公共投資のかなりの部分は

リノベに回 って幸庁しいものを作れない。 ヨーロッパでも古いものを

どれだけリニューアノレす るか、あるいは建て替える時代に入ってい

ます、まあ建て替 えも新築といえますが。 そういうところにアメリ

カ、ヨーロ ツノ f では建設投資の50%程度をつぎ込んで、いる、日本で

は15- 20%でしょう。

リノベーショ ンあるいはリニューアノレということは、即、耐久性

の問題につながっ てくると思います。

岡本 昨今の環境問題とか限られた資i原のこととの関連から言え

ば使い捨ての建築い、うのはもう言午きれないと思うんです。そうい

う意味でこれからは、より耐久性のある建築物をつくり、寿命の短

い設備な E は交換 しやすいような構造にしておく必要もある 。 そう

いう観点から構造技術、環境技術、すべての技術を再構築する時期

に来ていると思うんです、それもいままでの縦割l りの技術体系を乗

り越えて新しい技術体系剖雀立することが重要です。

|一発を念頭において

十倉 つぎに、産官学の中てゆ間的存在の試験所の事丘の動きに

について俣野さん、どうぞ。

俣野 当試験所は、いわゆる研究所の範曙と はやや異なる面があ

りまして、成り立ちか らしてこの座談会を主催していただいている

日本建築協会をはじめ、関西の建築関係 6 団体の肝入りで、国庫、

大腕荷、大阪市な E の補助金や関係諸企業 ・団体の寄付金でできた

こともあって、そ の名のと おり、ゼオ、コン、メーカ一、な E の依頼

により建築全般につき試験 ・調査 ・研究を公的立場て' ' 1 ' f う機関です。

試持主項目としては、コンクリ ー卜、鋼材、イ土上げ材料の品質検査、

建材の耐力性能、耐久、耐火、遮音、断熱などの各種性能試験、あ

るいは土質試験、床ノ叶、ノレ、壁ノ叶、ノレ、屋根、柱、梁い、った部材

の耐力、変形性の試験、また風洞を使つての縮小模型での耐風性能

試験や、一方建築現場てゆコンクリ ートや鉄筋の品質検査 ・管理な

どを日々行っているわけです。

つぎに、研究ということになりますと、受託業務を遂行して いく
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段階てや生じる各種の問題点に対する研究、業務を進める中でその

時々に入手できる技術開発テーマそのものの研究のほか、最新の技

術の動きをキャッチしやすい立場をおおいに活用して取り上げ研究

しています。

ただ、自主研究ということになりますと、研究費は微々たるもの

ですが、個々のメ ーカーから試験所に持ち込まれる同一製品の試験

データを分析してタイプの違う製品を類型化し、性能の特徴、問題

点、改善点な E をまとめて一つの資料 t し、新たな開発への資料提

f共のようなことはやっています。

また、竹中工務庖さんのような充実 した研究所を持たない、ある

いは創生のスタッフが揃っていない企業への支援、共同研究もあり、

これには大学の先生方とのタイア ップももちろんあります。も う一

つの側面として は試験所ゆえの課題として、試験方法、言阿部方法の

研究・開発があります。

-----f:y1j として、 10年程前より問題となってし、る コンクリ ート 骨材のア

ルカリ ・シリカ反応についてですが、骨材の選び方について緊急の

課題として浮かび上がってきたんですが、従来でしたら個々の骨材

についてそれぞれ半年位かけて判定していたのを、これを速くしよ

うということで早A 月判定試験法を鋭意研究し、 5年は E かかりまし

たが、その成果は JI S に取り込んでいただきました。

これと同様に、耐久性に関連して建物の寿命を診断するためのコ

ンクリ 一卜中の鉄筋の手同皮壊検査の新しい手法による建物診断、さ

らには、火災時における コンクリ ー 卜内部の温度推定手法の研究、

加熱されたコンクリー卜の受努ぱ且度の推定による被災建物の安全度

を判断する手法の開発研究、それと直貼り木質床の衝撃音の遮断性

能、あるいは耐火性能試験の測定方法に関する研究も行っています。

また、地球環境保全がらみの研介課題として、廃棄物の再利用と

いうことで、採石場で発生し廃棄されている石粉のコンクリートへ

への活用い、うような研究も事丘手がけており目処がつきつつあり

ます。

私どもはほぼ以上のようなものが大きなな柱とな っております

が、自らテー? を設定して研究を進める研究体制とは違って、どち

らかといえば受動的な立場にならざるを得ないのはいたしかたない

ことと思っております。

逆にそういう立場を利用して、これからは企業との共同研究、先

端技術開発のためのキー局として機能し、 一歩すすんで企業の研究

開発のためのスタッフや施設 ・設備を提供して乱喰所を有効に活用

していただけるのではないかと考えています。



|ハードからソフトな面へ

+ 倉先程久徳さんも発言された、今後の企業わけでも研究機関

は生き残りをかけてやらなければならない ことは何かについてはい

かがですか。

俣野 もうハ ー ド重視から、ソフ ト 志向というか、 ｾｊ 脳、情報の

方向にシフトせざるを得ないのてやはないか。大型る括主機や高価な実

験設備で各社が競う時代はそろそろ過ぎつつあると考えています。

これからは研究機関同士の試験設備の競争はやめ、当試験所などを

中央試験戸刷句なものにして、施設 ・設備の共同利用による運用を計

ることによって、無駄な重複投資は抑えていくべきではないでしょ

うか、 それもスタッフは少数精鋭でです。

それから、これは極端すぎるかもしれませんが、 もう建築系の人

ばかりではだめで、文科系や理科系の他分野の人が欲しい。特に文

科系の人の発想で、いま何をすべきかを判断して課題を設定し、テ

ーマによっては外部の機闘を利用してすすめる。あ t はルーチンワ

ークによって効率的な成果を生み出すべ〈プログラムを組んでいく

というような方向にした い。 これはあくまで私見ですヵ九( 笑い)

|個別の研究課題を横断的に

十倉 てやは、つづいて今後の試験研究機関の役割い、いますか、

それぞ、れのf嬉J j 分担について伺いたいんですが。

岡本 私ども建築研究所も筑波移転を機に大型実験施設を整備し

たんですが、経常的な研究経費はここ数年す' っと横L: J : : ¥、でしてこれ

らの設備が有効に利用されていない、で、有効利用のためには民間

と共同しての研究をしないと活かされないのではないか。

また、先端技術開発の分野でも、新素材、新建材とかインテリジ

エントマテリアノレとか、技術開発の分野てや残された課題も民間 t う

まく役割分担をしながら取り組んでいかなければL、かんと、その開

発課題も環境とか構造、防火などの個別の課題を横断的に国がリ ー

タゃーシップをとって、ノ f イオ ニア的に開発にあたるというようなf交

割が国の研究機関に必要かなと感じています。

十倉 ( 岡本氏に，笑いながら) 現状では、研究課題はあっても、

金が…

久徳 研究には金は要らないんで‘ す、手と頭があればし、い、そし

てその成果を金にする 。 それを民間機関では全体像を把握せずに人

的投資をし過ぎる、金もかかるわけです。

例えば、新素材の問題なども基幹的な研究は国や大学てやる、そ

の上でその開発 ・利用は民聞と共同で、やる 。 そして成果には金を出

して手にいれる、すべて只というわけにはいきません。

また、先端技術に関する調査研究も犬切なことですが、これも、

どう対処していくかて" はなく、いまの研究レベルをふまえて、使用

基準を定め個々に実験をすればいいんで、各社が多額な費用をかけ

て基礎研究からするよりも、建築研究戸i (rで少々金をかけてでもやれ

ば全体としてはむだがないということです。

そう L、うベーシックな部分は、国立、官公立、大学でやれるよう

な方向に努力して欲しいと思います。

各社が皆同じことをやっているということは、各研究員のモラノレ

を低下させる・ ・・・・競争しますから、精神衛生上も悪いですよ 。アメ

リカの大学では、自分の研究というか基礎的なことにウェー 卜をお

いて研究している 。民聞は必要に応じて大学に金を出してアイデア

などを子にいれて実用化していくい、う 。昔の建研はもうちょっと

基礎的なことそしてたんと違いますか。

岡本 確かにある意味では、施設 ・設備に使われているい、うこ

は、 なくはありませんが。ただやはり・・・ ・・

なんてやしたっけ、話は。( 笑い)

久徳 いや、細かいというか、具体的なというか、ゼヌ、コンでも

できるようなことを ...

同本 やるなとし、う-

久徳 やるなとはいいませんが、そういうテーマも報告書などを

拝見するとかなりの数が目につきますのでね。

建研の本来の役害Jj … 大学 も含めてですが・ ・・につき見直していた

だきたい、ゼオ、コンの研究所もこんなことまですべきかい、う反省

をふまえた上でですカら

岡本 その辺の役割分担を今後 E うするかは大きな課題ですね。

先程の研究への投資のことですが、建設業の投資1;1:他産業と 比ぺて

決して高いということはいえません、むしろ低い位です。

久徳 トヨタは売上の 3 %程度、建設業は 1 %位ですね。

|技術は普及してこそ意昧がある

岡本 建研の役割の話にも E りますが。

いわゆる大手ゼオ、コン 5社とこれにつ ぐ各社は別にして、 一 口に

50万産業と 言われる大多数の技術開発力を持たない建設業への技術
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援助なども、大手ゼネ コンの開発した技術を普及させて、ボトムア

ップを図るというのも、我々国の研安瀬闘の使命のーっと思います。

建築技術は普及してこそ意味があるんで、開発された技術を大手建

設業内でクロ ーズドな形で保っていたんで、は活かされないと思う 。

久徳 それは行政の役割として非常に犬切ですね、わたし達民間

サイドではで、きませんから。

ただ、研究開発、技術開発い、つでも、他産業、例えば製薬会社の

ように研究開発により 「ものj を発明し商品化して利益につなげる

い、ような研究し研究開発、技術開発い、ってるけれど他分野か

ら見たら、単なる工夫にしかみえない、中にはし、いものもあります

よ、しかし、そういう類のものが多すぎるんです。

俣野 確かに研究開発という名はついていても、 トレーニ ングてー

あったり、現場での施工のポテンシヤノレの百倍忍であったり、開発研

究と 言いにくい部分も大いにあります。

久徳 少なくとも研究員の数だけテーマが出てきますよ 。

それから、先程の建設省の研究技術開発 5 カ年計画の話ですが、

8割は土木なんてやす、建築は 2割ですね。

岡本 いや、建設省は土木省だと 言 う人もいます。

建築の分野は90%が民需ですからね。

久徳 建設省の 5 カ年計画を見る t 各局毎に重要テー? をもって

いますが、建築関係は局が少ないので 当然テ ーマの数も少ない、人

t のかかわりの点ては、より身近かなのは建築ですよ 。

岡本 確かに建設投資の60%位は建築い、うことを考えると、 言

われる通りですけど、ただ事業形態から見ると、土木は国の発注が

9筈IJ j;J J ニてーす、建築は営繕部門で少々、ほとんどが民間投資ですね、

もともと事業に対するかかわりが土木中心なんてやす。

久徳 出来るだけ頑張ってくださいよ、なにせ 「住宅・社会資本J

t いっても、道路、橋 t かです。住宅はあるが、事務所、工場はは

じめからない、 60%の投資があるのなら住宅だけではなしに、他に

もやるべきこ t があるはずです、予算の面でも 。

岡本 まあ土木研究所は事業に直結した特別会計をもっています

ので、この予算が経常研ヲ: u 壬費にくらべて圧倒的に多いわけです、

建築研究所はそれがありませんからね。

llii ｾｾｾｉＺＺ ､［ ｧ 昂質 |生能保証

十倉 つぎに、海外がらみの話題、日米構造協議とか相互認証、

規制緩和等 についてお聞かせください。
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久徳、 まあ、 日米構造協議や相互認証、規制緩和] にしても結果と

して第三者承認というかそういうことですね。

岡本 そうですね、 1SO 9000の考え方ですね。

久徳 当社てのは TQCが体質として社内ではしっかりした品質保

証ができている、まあよくやっているほうですが。

し: かしこれからは規制は緩和さhれるが第三者承認をしなさいい、う

ことになる 。

また、来年 7 月 1 日より P L 法が施行されますが品質に対する責任

の取り方や所在についての問題の発生が多くなる、これに対処する

ための第三者機関としても、当然公的または準公的機関として建研、

日夜志験が考えられると思います。

岡本 そう思いますよ、基準法が性能規定化した場合基楢去で規

定された性能を保証する第三者機関としての公的註切先機関の役割lは

これから増えてくるという気がします。

それから、先程の建築 コストの低減に関連して外国製品の輸入も

増えてくると思いますが、そうなると試験データの受入れや、囲内

で、の製品の性能保証をどうするか、たぶん、第三者機関による品質

保吉正と し、うことがクロ ーズアップされるでしょう 。

+ 倉 試験所も、 JI S や基準法ばかりではあきません。 ( 笑い)

岡本 むしろ、試験方法そのものを、要は基準法てや規定されてい

る品質性能訓富保するための試験労法の開発い、うことになるので

はないかと思う 。

十倉 9 月に関西国際空港が開港します。 こうなると輸出国て宇品

質証明された製品が入ってくる 。しかし、日本には JI S、基準法があ

る。それらを国内基準にあてはめる作業が試験所に課せられるよう

な気がしますが。

岡本 それに関しては、おそらく相互認証の形になるのではない

か。現在のところは住宅局の例でもいまは外国の試験データをその

まま受け入れるという 一方通行の状態てやすが、将来は各国が認定し

た機関の試験データを自動的に認めるという相互認証の方向になる

と思います。

久徳 そうなるとわたし達は問題は少ない。 しかし国の機関とい

ってもそれだけで認定機関とは認めがたい、いま 一番し っかりして

いるのはイギ リスですね、そこてや急、を要する H寺にはイギリスへ直接

持っていって認定を受けると 。

岡本 おそらく、建設省が認定した試験機|美町、のデータを海外に

も5Eめてもらうという方向なるのではないでしょうか。



十倉 章生氏

1966年大阪工業大学工学部建築学科卒業

1971年京都大学大学院博士課程修了

1971年 日本建築総合試験所入所

1992年 現 職 、 工学博士

1 16090∞O∞ 即 釦O以ωとω叩J

久徳 それカがf建設省省、になるのか、通産省 になるのカか、。 (笑 い)

岡本 いや、それはやはり建設省が・・…・建築基準法て要求される

性能を担保するための試験は建設省の認定になるでしょうね。

久徳 ]l S  は通産省でしょう 。建築総合試験所としては建設省、通

産省、ものによっては工業技術院などそれぞれのケースに応じて の

対応をしておく必要があるのではないか。

岡本 建築関係、もおそらく IS 0 の9000.・・ 田・ . ｾ、まは ｝ｉｓ にな って

いますが、 ]l S の9900て、すか、将来的にはこの基本的な考え方にな

っていくと思いますが。そして建築基準法体系そのものが、いま の

ように仕様規定的なものから性能規定的なものになれば、試験によ

っての性能保証のための第三者機関の立場が非常に重要にな ってく

るわけですね。

十倉 試験所としても将来に備えでの予測 ・展望が必要い、うこ

とでやすね。

俣野 基本的には、各国に認証機関が一つあって、認定機関を選

択 ・指定する形になり、建築でいえば日本建築センタ一、日本建築

総合試験所、建材剖験センタ ーあたりカ帯、定されて いると聞いてい

ます。私ども試験所も研究し始めているところです。

岡本 おそらく、建研あたりが具体的に認証の要件を整理して、

最終的には建設省が認定する、 こん な仕組みになると思います。

俣野 そうすると、我々試験所については

岡本 その場合には、 当初の性能を保証するたV でなく、主也統的

に監査するというか、そんな必要が出てくるわけですね。

|技術の話は国際的共駅

久徳 「国際化」についてですが、建築における国際化に ついて

岡本さんに伺っておきたいんですが。

岡本 建築の技術体系はきわめて土着的て¥各固ともそれぞれ特

有な発展をしてきたわけです。

ただ、各国の固有な技術f本系て1呆証されるシステムてやは国際的には

通用いこくい、 そこてい基準法レベソレて" はて3 るだけ技術システムに

依存しないで性能を保証するような体系とし既存の技術体系を ap-

proved docurnent として認めていくような方向・・・・実際にはなか

なかむずかしいんfごけど。

久徳 各国にある固有の基準ゆえにフランクに認めあいにくい、

だから、共通な言語てや話せるように・・・・・・技術の問題ですからね・ ・・・・・

もっていこうと 。

岡本 だから、それが性能基準化という話になるんだろうと思う

んです。

久徳 また、各固との共同研究においても技術面でのアプロ ーチ

の仕方など、国際化の一つですね。

それから、外国企業の参入にしても、これは技術の問題て1まなく、

生産システムをオ ープンにするというか、共通にすると いう 点で国

際イヒそ のものと言えるわけです。

岡本 やっぱ り例のJ ゲッ卜のスタンダー ド条工頁ですか、このタイ

トノレは 「貿易の技術的障害に関する協定J。

どういうことかというと、要は基準とか規定とかが非関制埠壁にな

らなように、国際的に通用する基準をつくろうということで、いま

までの、仕様書的な基準からできるだけ性能的な基準に各国ともし

ようという ことです。

日本の基準法は胞行令てやかなり仕様的な基準子決めていますが、

今後はて3 るだけはずして、例えば構造にしても各干郵務造に共通す

るような性能的な規定にする、おそらくそういう方向に基準体系も

変わって い くと思います。

久徳 い、うことは、新構造システムの開発という総プロも世界

的共通語による話がて冶る形になるんでし ょうね。

お互い技術屋同士ですから、それで木来は通じるんですか ら

岡本 国内ていは通じるんですが、国際的にはそうしづ仕様的な基

準は通 じにくい、それを' 性能規定にして国際的に通じるようにな形

にするという方向にいくと思います。

+ 倉 てやは このへんで。-

最後に若林所長から一言お願いします。

若林 岡本さん、久徳さん、お忙しい中この座談会にご出席いた

fごき有益なお話を拝聴させていただきありがとうございました。私

E も試験所としましては、本日いただし、たご助言などを とり入れて、

次の 10年に向かつてわが国の建築技術の発展に寄与して参りたい

と考えます。

十倉 ありがとうございました。
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日 本 建 築 総 合 試 験 所 創 立3 0周 年

額 赤 松 菅 野 建 築 設 計 事 務 所 大阪市北区西天満3十 10 T E山 引 ト0271

認 昭 和 設 計 大阪市西区新町トト7 四 Y 橋ピル T E山 - 532- 342 1

密 東 畑 建 築 事 務 所 大阪市中央区伏見町 4 - 4  - 10 TEL06引 会0391

額 日 建 設 計 大阪市中央区高麗橋ト日 TEL06引 3引 61

努 吉 田 建 築 事 務 所 大阪市西区北堀江ト3- 3 TEL Oか538- 2991

オ リ エ ン タ ル 建 設 密 東京都千代田区平河町会卜 1 T E L昨 326 卜1171

努 奥 村 組 大阪市阿倍野区松崎町会日 TEL06- 昨 1101

鹿 島 建 設 畿 大 阪 支 庖 大阪市西区阿波座卜3- 15 T E L仲 間 引 11

器 熊 谷 組 大 阪 支 庖 大阪市都島区片町会 10- 5 T E山 引3引 16

コ ー ナ ン 建 設怨 大板市淀川区十三本町2- 4- 28 丁 目 印 ト 155 1

協 賛

栗 原 工 業 畿 大阪市北区角田町卜 1 T E L削 13-1 101

額 三 晃 空 関 大阪市中央区城見2ート61 ツイン2 1MI Dタワー11階 T EL日 間 チ l 刊

住 友 電 設 密 大阪市西区阿波座2- 1- 4 TEL06- 537- 3400 

務梅 彦 大阪市北区中崎西3- 1- 2 TEL06- 3川 5∞

永 大 産 業 認 大阪市住之江区平林南2- 10- 60 TEL06- 675- 2300 

諮 オ ク ジ ュ ー 大阪市北区西天満日ー7 TEL06- 312- 4131 

大 島 応 用 化 学 工 業 怒 大阪市旭区太子橋ト 15- 22 TEL06- 954- 6521 

川 鉄 建 材 工 業 短 神戸市中央区岬柄通トト 1 TEL078 印 加 l

川 鉄 テ ク ノ ワ イ ヤ 密 東京都千代田区神田和泉町 1- 3- 4 TEL03 羽 65 日 94

寝 技 研 大阪市西区江戸堀シ6- 18 TEL06- 445- 0417 

積 水 ハ ウ ス 密 大阪市北区大淀中トト88 梅田スカイりレタワーイースト TEL06-叫 弓111 下回機工芸喜 東京都墨田区東駒形川ー3 TEL03- 3625- 6025 

竹 沢 建 設 額 大阪府摂津市開西5- 1- 3- 5 T E叩 2印 - 4844

大 鉄 工 業 短 大阪市淀川区宮原4十 44 T E L時 39日 81

大 日 本 土 木短 大 阪 支 庖 大阪市北区堂島会 日 TEL06- 341- 5211 

鉄 建 建 設 短大 阪 支 庖 大阪市中央区瓦町日ー7 TEL06- 20ト1881

東 急 建 設 盟 大 阪 支 盾 大阪市北区西天満ト 14- 10 TEL06- 313- 1371 

戸 田 建 設窓 大 阪 支 腐 大阪市西区西本町卜 13- 47 TEL06- 53卜ω9 5

努 水 間 組 大阪市都島区東野田町トト4 TEL06- 3 会3121

浅 海 電 気 鶴 大阪市北区西天満シ7- 4 TEL06- 362- 8701 

額 カ ン ダ ン 大阪市住吉区万代6- 1ーl 丁 目 聞 か2100

窓 き ん で ん 大阪市北区本庄東日引 TEL06- 375- 6282
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ゼ オ ン 化 成 器 東京都中央区八丁堀卜 10ー7 T乱 03- 3297- 6134

額 タ ジ マ 東京都足立区宮城卜25- 1 TEL03- 3913- 6161 

東 洋 シ ャ ッ タ ー 器 大阪市中央区南新町トト 10 T S ピ ル 丁 目 印 ト6571

ナ ニ ワ 印 刷 畿 大阪市北区天満トチ 19 TEL06- 35卜 削

浪 速 合 板 短 大阪市，良速区幸町2- 5- 3 丁 目6- 568- 3671

早 川 ゴ ム 寝 広島県福山市箕島町南丘悶 TEL08作 54- 7801

原 因 セ メ ン ト 化 工 芸 芸 大阪市此花区西九条付引 TEL06- 465- 1 2  12 

フ ク ピ 化 学 工 業 密 福井県福井市三+ 八社町33- 66 T E叩 76- 38- 8001

宮 崎 木 材 工 業 認 京都市右京区太秦下角田町5 T E叩 5- 86叩 00

山 本 窯 業 化 エ 畿 大阪府吹田市豊津町41 - 20 丁 目6 お 8- 8601



「建築と社会」誌

大 正 6 年 3 月に誕生した日本建築↑ ZIt会 青沖『に変え、特集と作品作風頁を二本 0635， F A X  06- 348- 0634)  まで。

( 当時 ・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、シリ ーズものの頁を織り込み、 販 売 価 絡 は 1200円 ( 送 料 ・ 消 費 税

特集一覧 ・ J 974- J 994 大 正 6 年 9 月に「関西建築協会雑誌J その時々の社会を関映したテー? を選 合) 。なお、 「泌築 t社 会J 創刊号 - R召

t 題して創刊された。大正 8 年に「日 んでf昌載してきた。 和13側三12月号まで全87巻の仮事IJ版が、
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セメントミルク根囲めH形鋼杭工法

セメントミルク根固めH 形録制虻E法は、スクリ

ュー型オーガヘッドおよびスクリューやJ' E ' ロッド

により地盤に鉛直の孔を掘削し、この孔内に根悶

め液および周辺国定i夜を注入した後、 H 形鋼を建

て込むことにより築造される杭工法である。

図 1 に木工法の特徴を示す。辿物外j羽音1Iに配世

される山仔{ め壁のー到1を本工法による杭として鉛

直街並を支持することとしている。 図 2 に杭の詳

細を示す。日鋼先端にはスタッドコオ、クタを打っ

て、 H 鋼先端の鉛直荷重を根固め部に伝迷すると

ともに、 H 鋼! 羽辺の土の周商摩擦を期待できるよ

うに周辺固定部を有している。

本工法の特徴を述べ‘ ると、次のようになる 。

( l )  Il J 伺め壁の有対J手IJF円台市I能となる。

仮 設iJ lf: fi め主主として築造されるソイノレ柱列の一

昔1I を本政杭として活かす ことにより 、却も杭として

利mされる鉄'1' 1ーを有効利用することができる 。

(2 ) 仰1] 1 坊山こ有利な設言十円I自Eとなる 。

ペンシノレピノν のような間口の狭い雄物の場合、

本工法を採用すると、柱間隔を通常の杭よりも広

〈確保できるため、事誹IJ 防止に有利な; 関|ザ 可 能

となる 。

( 3 ) 外周昔1I の杭カ守三要になる。

Il J Wf め位外周部に適用することにより、外周告1I

の抗力勾Z婆となる。

( 4 ) 杭.1T設による羽杓尼が少なくなる 。

fJ抹 の P C杭に比べて桝j ' { 州、きいため、側Jt

が少なくなる 。

本工法を適用した狭小敷地に建つ建物

ここでは、木杭工法を適用した狭小努知也 lこ処つ

長I ! 物を紹介する。

このムI ! 物l立、大阪市中央区心斎橋筋に計画され

た地下 ＱＱｾ 、ＡｬＡＡＮ｟ＱＺＮ 5  J i 1 ' ' i の庖舗兼事務所である 。主I!

Ｕ 誕而制は ＱＲＹ ｭ Ｒ 、延床預待 Ｚ￬ｾは ＵＳＳ Ｑ ηＲ の鋭 ｊ 災遺 ｔ 有し

ており、地下 1 附は鉄筋コンクリー卜 iti 、J也上 1

階L入上lま鉄什迭である 。事知也地盤はi奈さ 10mまで

ｎ 値 ＱＰ 干ｾｊＮ支の ｩＧｴ 呼 ｗ ｉ￯Ｇｩであり、その下にヨび寺 ｬ 荷とな

りうる N( I位30干宮支のi財j ' { 屑があり、長さが. J l 4 mの

杭が必要とされた。事B c t 也は商底街アーケードとな

っている阿 6 mの前面道路にのみ面しており、か

っtHl，lが約 6 mと緩めて狭L 、。さらに、 地下があ

るため山儲め壁が必要とされるとし、う j泡L I: . 級め

て困事 ｦｾ なヰ犬況にあった。

この処物の外周苦1Iに打設される山花1め壁の一昔1I

に本工法による杭を採用した。さらに、杭は外j司

書1Iのみに放出して主I ! 物内部には設けず、 一附Jポレ

ベ、ノレて3止に昔1Iの長期鉛直荷重およびI也災H背水平 ) J

をu'[桜杭に伝達することとしたため、地下躯f本は

80 建築と社会 ・1994.9

セメントミルク根固めH 形鋼杭工法を適用した

狭小敷地に建つ建物

俣野 博 またのひろし

側竹中工務后大阪本庖Z宣言十郎倒造担当部畏

1 階部分からつり下げられる箱状のピ ッ トの扱い

とした。

図 3 に地下 1 階の床伏図を、 図 4 に短辺方向の

車Ib組図を示す。 図 5 Iこ枕仕様およびH 形鋼杭と地

躯f本との取り合い昔日を示す。杭は H - 3 5 0 x

350x 12x  19 ( SS400) とし、長期許容支持力は32

t/本とした。ここでは山留め施工用の機械によっ

て杭を打設でき、 f也の杭工事用機械ヵマ= 裂である

ため、施工能率が上がり、工J tJl 儲宿となった。 ま

た、内部に杭がい、ので、基礎ょたが必要なく、根

切り底がi焚くなりかつ地下躯f本も極めて筒田制ヒす

ること力行可自E となっ t.: 。

[ll;1-:-.a 
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γ H形鋼杭
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「τ
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図 1 本工法の特徴

.  

-

2FL 

450 

@ 富

① 4，700 ② 5，0∞ 

抗仕様

形状 H 形鋼杭

長期許容

支持カ

⑪亘
H  - 350X350X12 

32' t /本

X19(SS400)  

抗天端 杭先餓 杭本数

GL- O. " m G L- 14. 'm 34本

Ie. - 25X400X400 (S5400)  

LD13ロ@ l∞l

} 劃裂補強筋

4  - LDI 6 J  

l FL 

o

E

.同

{υ

「

長

)

C

・

O

.

マ

t

{
叫

長

)

O

Z

円

a 部詳細図

b 部鮮細図

BI FL 

H 形鋼杭

H  - 350X350 

XI 2XI 9( S5400)  

"  b  

¥ 

/  

/  

¥

 

5

函

図

細
詳

A
ロ取体躯下地ひょ

お様仕杭



「ノイシールドルーパ- J

宮村 博 みやむらひろし

側ササクラ取締役音響エンジニアリング部長

遮音ガラリ

ため庄カ捌失も小きくなり、機械室内換気送風機

の静圧も下げることヵ可I能となる 。写 真 1 に下水

道す111水ポンフ鳴の換気口に設けられたノイシーノレ

ドルーノずーを示し、 図 3 にコンクリート躯体への

取り付け実施f Y i Jを示す。

② ビル屋上の機械騒音対策

ピノレ屋上に、クーリングタワー、チラ一、外調

機、非常用屯源装置などが設世される場合、アノレ

ミ製のがヲリで、囲っても目隠しにはなるが、騒音

声、慌にはならず、コンクリー卜鐙で囲うと塀効果

は、ある程度期待できるが換気用の空気淑り入れ

に|問題が伐る 。 ノイシールドノレーノ f ーで、闘うこと

により防音塀効果と空気J取り入れが同時に可能と

なる 。写真 2 に、屋上防音#Hとして使用されたノ

イシーノレドルーノ f ーを示す。

蹴の
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ロ

口
効有
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ソあてのι
υ
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F

 

蹴
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は

部

で

ピノν屋上の栂榊顎の目隠しゃ、機械室換気口な

どに通気性のあるアノレミ製のカヲリが一寸生に使用

されるが、 |妨音機能はまったくな L 、。 そのため、

対外的な騒音規制にかかるような場合は、別途そ

れらのカ。ラリの内部で騒音対策が必要となる 。

ここに紹介するノイシーノレドルーノf ーは、防音

機能をもった遮音ガラリである 。

③ 工場などの自然換気口騒音対策

工場な E 自勿機気口が必要な場合は、その開口

昔日からの騒音波れや外部騒音の侵入ぞ防止するこ

とが必要となる 。 これらの開口部にノイシールド

ノレーノ f ーを取り付けることにより、自然換気と騒

音対策が同時に可能となる 。 写真 3 に、工場の壁

面下部の自然換気 口に取り付けたノイシーノレトツレ

ーノ f ーを示す。

屋上防音塀として使用されたノイシールド

ルーパー

写真 2

① ピル機械室の換気口騒音対策

ヒツν1務械室の換気口には、 ーで般にアノレミ製の方、

ラリが設げられているが、セルフノイズの発生源

になっても防音機能はまったく有していない。 こ

のため対外的な騒音規制にかかる場合は、これら

の換気口内部に消音チャンノ f ー( 吸音材内張りの

区画された空間) を付設 して騒音対策をしてきた

が、消音チャンパー 自身減音性能が低〈、しかも

吸 気 ・排気の流れに曲がりがともなうために圧力

損失も大きくなる欠点があった。

ノイシーノレドノレーノf ーをこれらの換気口に取り

付けることにより 、前 述の消音チャンノ< ' ' -j ;) よの

滅音性能が得られ、消音チャンパーカ苛Z要となる

使用事例構造

81  

工場壁画自然換気ロノイシールドルーパー

建築と社会 ・1994. 9

写真 3

雨滴止め

ノイシーノレドルーパーの断耐鍬を図 1 に示す。

厚 み が30伽 mで、ノレーノf ーの断面形状が桁円形て、

ある 。 内側にはmじまいのために、ノレーパーそれ

ぞれに雨滴止めが設けられている。外板とパンチ

ングメタノレの材料は、! I f i . 鉛鉄板、ラミ 4、ート到献反、

ステンレスなどで. ある。

遮音性能と圧力損失

ノイシールド、ノレーノ ｦ ーのｾ音性能Ｈ透過損失イｩｗ

を図 2 に、庄力損失値を表 1 に示す。 ノイシーノレ

ドルーノ f ーを設躍することにより、騒音値を 10dB

ω から 15d Bω ほど減少することが可能である 。

なお、表 1 の而風速はノイシーノレドノレーノ { - l TI(，1寸

図 1

ノイシールドルーパー

断面形状

EE体打込アングルピース

L  - 50x50x6 2  =50 @当600

L  - 40X40X  5  

(打込アングルピースに

溶接止)
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建築技術選書 ・特装版新干Ij 紹介

「水にまつわるトラブルの

事例・解決策j く建築編〉

「建築漏水j 編集委員会編

学芸出版社

1994年 4月25日刊

B5判 184頁 4，120円

学芸出版社

1994年 4月25日刊

B併リ 208"頁 4，120円

「水にまつわるトラブルの

事例・解決策J く設備編〉

「設備漏水」編集委員会編
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i  ・ 赤 ちょうちん 一 度 やめれば、 Ｑ ｾ 重 な 笑験 材 料 と

意識改革 技術が手にはいるー→ 属 水 ・はく 由It・変色 ・汚染 ・

「先 輩が失 敗した過 程をよく 理 解…・・・。過去の 結 露 と、水にまつわるトラブl レ亦慌の笑際 に発 生

失 敗を柏 として…・・・。」で絡 んでいるまえがき の と した事例 が調 査 ・原因 ・処置内容 ・再 発防止策 と

おり 、ク レームを公 にして生 きた教材として出版 してまとめられている。同じ先忍検を持 つ一 人とし

された 当警は、問じ失敗をくり返さない決 意 とと て当性は安 いp . い物であると 、赤ちょうちんで後

もに、過去の 慣習 を打破した怠髄 次革であり、 l  識 に勧めた次第。

1111-0コ舎が 2 倍 、 3 倍 の重みに感じられる。

2  

手元にあればすこぶる便利

国見やすく 、 分かりやすし」→笹屋根、 パラベ ッ

ト等 部位: J l IJ に 構成 さ 札 か つ 1 馴 牛1ベー ジて涜

給 されているため見やすく 、 分かりやすい。

. 7) - ( みちの捜査助言者 としての活 用一- - - i .厨水箇 所

の発 見は、原因と 発生箇所とがしばしば異 なるた

め、多 くの時間と 労力とが必要である。事前 に当

舎の事例 168物利二と照合することにより 、 調 査花

園 ・個所カ輔

3  

居ながらにして経験を手に入れる

さて、そのお勧めの内容 と は /

・技術力の望書税とは、クレーム、 トラブルの改普

努 力とその内容である。改普努力なしてヮkt こまつ

わる技術を身につけることが出来 るとは安 い /

・失敗例は、改善のための笑島対材斗である。事例

には多大なお金 と時間が投 入されている。投資な

しで 受 け 継 ぐことが ｾ ， 来 るとは 安 いＯ

・クレームはテスト 結果の社主な情報である。経

験することなく結 果を知 ることが出来 るとは安 い /

完了となる良き助言者 としての活用が 期待できる。 実務にたずさわっている一人として著 者 「建 築

・実務に役 立つチェ ック リスト一一水にま つ わる 漏水」 編集委員会に帯同 : と拍手 を送 り、処築にた

16&防件の 紹介と再 発防止策のみならず、分折結果 ずさわる方 には、ぜ ひ手 元において 自らの研鍛 に、

を司i例と ! 照合できる構成でまとめられているチェ また後搬の教材 に利用 していただければとこの型j-

ックリストは、 設計段階、施工段階のし、ずれにも をお勧めします。

利用ができ、社震である。 出版委 J-t 会委μ ・楠本照男 (株式会社昭和紋骨，.)

i  認不足なと二 、あり 得 なし ゾ ミスの積 み重 ねによ

当たり前でないは当たり前 り、不具合は生 じているのである。

蛇 口をひねると 清 潔な水が出る。 トイレや沈 滞 印象 に残っ たZl1f列を紹 介させていただこう 。

て 情期 した7) - ( t胡 除 さ れ る。 ごく 、当 たり前のこ 事例 1 病閥 会主謹の:tJ 1水管 (硬 質 塩化ビニル

とである。 ところが、虫色口をひねると 赤水が出た

り、 災常音がする。 また、車合7)-( 管 ・排 水管から漏

水したりと 、 トラブルは様々 に発 生する。

トラブルが発生すると、 続 怪や補 修 のために、

多 大の労力 と経費を要することとなるが、 その原

因を見 ると 、 トラブl レが発生 して 当たり前という

ことになる。発 生 した 当たり前でないトラブルは、

当たり前の原因によ って生 じたのである。

2  

本書の印象

本 容は、ゼネコ ン38社て〆失際に発 生 した設備の

トラブルから、 146の司王仔IJ を紹介している。設 も

が、 トラブルの発生は望 んでいないし、 その防止

の努 力もしているのだが、146の:J Hi yllは、 笑際に生

じたもσコばカミり 。

まず、 トラブルの 事例 を 1ペー ジのフォーマ ッ

トに「発 生状 況 ・原因 ・再 発防止策 ・本zl瑚 lから

学ぶチェック項 目J と、図解入 りで要 領よくまと

めてあり、その上、 2 色刷 りとなっているので、

とても見やすく 、分かりやすい桃成 になっている。

次 に、あとがきに「、あり 得 ないこと 秒、こんなの

はおかしい。 、、ノてカなこと を。とい ったZJ 1fYIJ であ っ

ても 不具合 とな ってあらわれている のが現実であ

る」とあるが、不具合 となった原因 をみると 、な

んでこんな りてカなことを' といったZIJ.-例カf 多い

という印象である。材料の 選 択 ミス、施工 ミス、

そのうえ通 水 ・揚7)-( ・7)-( 圧 試 験の忘れ簿 による確

管) が、検査 室て吋史用した薬品によ りI波打i し、漏

水。 (薬 品を流 しに捨 てること の是非はともかく 、

色んな可役 性を考慮し、材料を選択すべ き)

事例 2 築 後 2 年の共同住宅の汚水管中のベニ

ヤ板 により 管 内が1!1司君主さ才L、 3 階便器 より 汚水 が

逆 流 し、居間な どを汚 した。 ( こんなことは ホあり

得 ない。 ことなんだろうけど、竣工l時-に、テニス

ポール等 による iiiVk検 査を行っ てし、れば… ・・)

h1後 にある 「チェ ックリスト J は、設備の設計

や施 工を志す人や、 そのエキス パートを 目指す人、

それに建 築に携 わる人な どに、 トラブル防止のた

めにぜひ活用 していただき、不具合 となってあら

われない現実 を目指して欲 しい。

3  

本書の意義

トラブルの発生原因や、 再発防止策には、多 く

の学ふ べき技術が ある。 しかし、それを教 えてく

れる人は、少ない。

今回 は、ゼネコン 38社の資料 提供 の協力を得、

また、「設官愉漏水J編集委員 18名の尽 力により 、つ

いに、 設備にまつわる漏水の トラブl レ防止 の技 術

[!J としてまとめ られた。

ここに至 るまでの編集委員の努力 伊lえば、イ

ラストの宣区宮の太 さにも大変苦労 された) に帯広な

を表するとともに、本主14が、数多 くの技手f宇皆に読

まれトラブルの抑制に役立ってくれたらと 、思 う。

出版委以 会委 ｊｊＮ ・ 西村操ー Ｈ大阪府建築制 Ｑ 営 繕ｾ Ｉ
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和田康由

大阪市立工芸高等学校建築デザイン科教諭

平成 6 : 年度西日本工高建築連盟加盟校一覧

1 . 大阪府立閤野刷工業日等学校 ( 全)

2. 大阪府立西野閃工業高等学校 ( 定)

3. 大阪府立今宮工業高等学校 ( 全)

4. 大阪府立今宮工業高等学校 ( 定)

5. 大阪府立布施工業高等学校 ( 全)

6. 大阪府立布胞工業高等学校 ( 定)

7. 大阪府立東住吉工業高等学校 ( 設 ・全)

8. 大阪市立者11向工業日等学校 ( 全)

9. 大阪市立者IIJ向第二工業高等学校 ( 定)

10. 大阪市立工芸高等学校 ( 全)

11 大阪市立第二工芸高等学校( 定)

12.  j!JI 市立工業高等学校 ( 会)

13. 上野市立第二工業高等学校 ( 定)

14. 大阪工業大学高等学校 ( 会)

15 太成高等学校 ( 全)

16. 京都府立宮津高等学校 ( 全)

17. 京都市立伏見工業高等学校 ( 金)

18. 京都市立伏見工業J11等学校 ( 定)

19 兵庫県立兵庫工業高等学校 ( 全)

20. 兵庫県立神戸工業高等学校( 定)

21. 兵庫県立尼崎工業高等学校 ( 金)

22. 兵庫県立総野実業高等学校 ( 全)

23 兵庫県立盟問実業日等学校 ( 金)

24. 兵庫県立京橋工業高等学校 ( 全)

25. 和歌山県立和歌山工業高等学校 ( 全)

26 和歌山県立和歌山第二工業高等学校 ( 定)

27 和歌山県立新宮高等学校 ( 全)

28. 奈良県立吉野高等学校 ( 全)

29. 奈良県立奈良工業高等学校 ( 全)

30 三重県立津工業日等学校 ( 全)

31. 三重県立伊勢工業高等学校 ( 全)

32. 三重県立上野工業高等学校 ( 全)

33 三重県立四円 市工業高等学校 ( 全)

34 三重県立四円市工業273等学校( 定)

35. 滋賀県立彦線工業部等学校 ( 全)

36. 滋賀県立彦根工業高等学校( 定)

37. 滋賀県立八幡工業日等学校 ( 全)

38. 徳&e，県立徳島工業高等学校 ( 全)

39. 徳島県立点光工業高等学校 ( 全)

40. 岡山県立岡山工業高等学校 ( 全)

41 . 岡山県立津山工業高等学校 ( 全)

42. 岡山県立水島工業向等学校 ( 全)

43. 岡山市立岡山工業高等学校 ( 定)

44 岡山県山陽高等学・校( 会)

45. 広お工業大学附属工業高等学校 ( 全)

46. 福井県立敦賀工業高等学校 ( 全)

47 山口県立萩工業日等学校 ( 全)

48. 沖縄県立沖純工業高等学校 ( 全)

きる 7 月26日( 火) から 29日( 金) までの 4 日 生 徒 の学習を活性化し、怠欲を向上 させて感性の

問、大阪市l!iiTfずf l ' 区役所内区民ホーノレで、西日 本 高錫をはかることとしています。

工 高 建 築 述 盟主催「工高生の建築テ、、ザイン展J に 今年の作品展は 44回目を迎えました。

『第四回工高生デザインコンク ーノレ入選作品J 10 

点が展示され、来客者に高い前ヰ而をいただきまし

た。

西日本工高建築連盟は、 44年前に建築判明、に

学ぶ高校生の資質向上と、加現校相互の連絡と研

鍍を図るために組織され、主に建築教育にかかわ

るさまざ、まな研究活動を続けています。近畿より

沖 縄 ま で の 2府 11県 の 建 築 関 連学校 を 有 す る 高

校時校( J ) I閥 ) が 加 盟 し て い ま す。

連盟では、大阪府と近隣府県を交互に会場とし

会期中は、連盟校の生徒諸君や中学 生のほかに、

教育関係者、建築関連の会社の方、 一赦 の 方 な ど

多数の人々に建築製図や建築模型などの学: 習成 果

を見ていただきました。 誌面をお借りしてお礼申

し上げます。

最終日の 29日は、展示は 12時で終了し、 l 時よ

り当番校の大阪市立工芸 高 等学校 に 隣 接 す る 大 阪

市立デザ、イン教育研究所て、表f彰式と遠藤剛生氏に

よる生徒作品の講評と記念講演会を開催し、展 覧

会を閉会いたしました。

て毎年生徒作品展を開催しています。 この展覧会 最後になりましたが、展覧会に 『第 39回工高生

の目的は、建築教育活動の一環として各地の高校 デ ザ、インコンクーノレ入選作品J 10点を、快〈貸し

から持ち寄った生徒の学習 成 果 や 研 究 成 果 を 展 示 出しをしていただきました日本建築協会に厚〈御

公開して、 ー鳴止のご批判やご指導を仰 ぐとともに、 礼申し上げます。

展示風景

展示作品をみる遺疎剛生氏 本会主催の「第39図工高生デザインコンクール入選作品」も展示される

なお. ( 唱を) は全 11 事11. ( 定} は定時制姐築科、住築デザイン科、建設

. L判 十を市し、( 設) は股備.L菜料 ・設備システム科を示す. !e念 講 演会 ( 講師・ 遠 藤 剛生 氏)

建築と社会 ・1994. 9 83 



[ お知らせ]

n f o r mo l i o n  

ちひろ絵本美術館 A Z UMI NO建設へ

子供たちの何気ない仕草を優しく見つめた水彩画てで知

られるいわさきちひろの原画をはじめ、内外の優れた

絵剥京画を収集し恒常的に展示する美符鵡が、長野県

北安曇郡地川村に建設されることになった。

この建設地安曇野はちひろの両親が生まれ暮らした所

で、ちひろも折にふれこの地を訪れ、多くのスケッチ

を残している。美神1館は、松川村の一角約8000m' の敷

地に建ち、訪れた人々がくつろぎ、リフレッシユでき

る場をつくることをめぎし、また、地域と密着した文

イじ舌動をも予定している。

向指車f館の建設は、今年がちひろの没後20年に当たる

ことから、「いわさきちひろ記念事業団J ( 箕田源二師里

事長) が計画したものでる、議十は、 1993年に「海の博

物館J て宝稲元釜奨文部大臣新人賞、吉田五十八賞、日

本建築学会賞作品賞を受賞した内藤康氏が担当。

建物は、単純な構成、素朴な架構で成り立っている。

道路側には展示や4沼鼠事務といったはっきりした機

能を持った部分を、公園側には来館者が自由に歩き回

れ、ゆったりとした時を過ごせるような開かれた空間

を配置。建物のボリュームが周囲の景観に無量なく納

まるように、公園全体に対して庇を低〈構えた形態を

考えたという 。

「今こそ、当たり前の素材を使って、索直に作ら上げ

た物の中にも美しさが立ち現れ得るという可能性と希

望を提示すべき時なのではないか、時代背景こそ違え、

かつて、いわさきちひろ力需主に言モしたものもこの点だ

ったのではないかと想像する j と建築家・内藤廃氏は

語る。

ちひろ絵本美術館 AZUMI NO ( 仮称)

E宣言十 内蔵庚建築設計事務所

面 積 敷 地 面 積 約80∞ が 延 床 面 積 1576. 7m'

構造 R  C 造平屋+ 木造屋根

着 工 1995年 4 月予定

唆工 1996年 4 月予定

工ス・パイ・エル住宅設計コンペ、課題は「力ンデインスキーの家」

エス ・パイ・エ JL相扮〈主催する住宅5宣言十コンペは 5 回

目を迎え、今回は表現主義の代表的な画家ワシリー ・

カンディンスキーを取り上げる。

課 題 「カンデインスキーの家J 一 一1866年モスク

ワに生まれ、モスクワ大学てづ針案と国民経済

学を学んだカンデインスキーは、 30歳で絵画

を志しミュンへンへ移住する。そして抽象画

を発見した 。 ＱＹＲＲ 年 ｾＱＹＳＲ 年のパウハウス時

代を経てパリに居を移し、フランス国籍を取

得。 1944年lこ没した。

「力ンデインスキーの、どの時期を選んて君

はその家をE宣言十するのか。法律の学究を歩ん

でいたモスクワか、絵画の道を志したミュン

へンか、パウハウス時代のワイマールかデッ

ソウか、あるいはパリか。一中略 . .2G世車己を創

造したひとりであるカンディンスキーが住も‘

家はどのようであるべきか。選んだ時期にふ

さわしいコンセプ卜を展開し、さらに21世紀

につながる君の想像力と創造力、そしてデザ

84 建築と社会・ i切 4. 9

インカが発揮されることを期待しているj

( 募集要項より抜粋)

審査員 出江寛氏一委員長一、妹島和世氏、富永譲氏、

早川邦彦氏、輯耕民、中島昭午氏

コーディネーター/ 馬場葎造氏

賞 金 総 額390万円( 大賞| 点 150万円、審査員賞 6

点各30万円、佳作 12点各 5万円)

萱録締切 1995年 3 月15日までに、官製ハカ.キに氏名、

{ 掛、年齢、電話番号、勤務先名と所在地と

電話番号を記入し、併漸建築社「第 5 回エス・

パイ ・エル住宅設計コンペJ係( 干 113 東京都

文京区湯島2-3卜2 TEL 03-381 卜7101) へ。

応 募 応 募 資 格 不 問。応募締切 1995年 4 月17目。

提出図面は、 AI 判ケント紙あるいは厚紙|

枚 (594x  841 mm) に、平面 ・配置 ・立薗 ・断

面図、および透視図( 模型・写真可) 、その他

設計恵図を表現する図および400字以内の説

明文をお8 める。表現自由。パネル化不可。

公開シンポジウム

タイトル 「アジアの建築文化と日本の未来」

パネリスト磯崎新氏、原広司氏

司 会布野修司氏

日 時 1994年 10月 7 日倒 18: ＰｾＲＰＺ＠ 00 

会 場 アジア太平洋 トレードセンター/ATC ホール

大阪市住之江区南港北2- ト 10

定 員 500名( 定員になり次第締め切り)

参 加 費 3000円

申込方法往復ハガキに、住所 ・氏名・勤務先名・電

話番号を、返信ハカ.キに送付先を記入の上、

建築フォーラム事務センター< 干541 大阪

市中央区淡路3-2-8 側 R &  D  associates 

内 TEL  06-229-8510> へ 9 月30日まで。

世界インテリアデザイン会議

テーマ 「インテリアデザインと環境一世界の現在を

見るJ コーデイネータ，清水忠男氏( 千葉大)

ノTネリス卜 : Richard Li nington氏(イギリス) +

Mari anne Frandsen氏(デンマ - 7 ) +今井俊

1尊氏(エイジアン・ 7 リエイティヴ・プロデユーサー)

期日 ＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月 ＱＸ 日 ωＱＰ ・ ＰｾＱＲ ・ ＰＰ

会 場 東 海 テ レ ビ ・テレビアホール 052-95卜2511

名古屋市東区東桜| 丁目 14-27

定 員 450名( 参加料無料)

申 込 先 氏 名 ・{ 掛 ・電話 ・重力務先伴校) ・所属団体

を記入し、ハガキか FAX で、世界インテリア

デザイン会議運営会事務局( 干460 名古屋市

中区栄2-9-26 FAX052- 23卜 1355) へ。

fパフリyクアート・フォーラムj 設立

設置を企画する人、作品を創造する人、維持管理者、

その地の住民や訪問者など様々な立場の人の公共空間

のアー卜作品に関する111拝を深め、分野や立場を超え

た協力のもと、より豊かな公共空間を創造することを

目指して、 「パブリックアート ・フォーラムj が設立さ

れた。幹事は田村明( 法政大学零封受・都市計画家) 、建

畠哲( 多摩美祢f大学E力害対受・美f踊平論家) 、関相申夫( 彫

刻家) 、杉村荘吉( パブリックアート研究所) の各氏。

その第 l 固定例会 ・設立記念ノTーティーが、 7 月22日

パブリックアート ・ギャラリー青山て・行われた。会は、

ニューヨークてづ舌躍中のノ Tブリックアートコンサルタ

ン卜のジョイス ・p . シユワルツ氏の誘J寅「アメリカ

のパブリックアー卜ーその光と影J て始まった。

第 2 固定例会は「山手線の周りにはどんなアートがあ

るか? J  ( 講師: 山岡義典氏/ プランニングコンサルタ

ン卜) をテーマに、 9 月22日闘に開かれている。

パブリックアー卜の作家らによる講義形式の定例会は

公開で開催される。問い合わせはパブリックアー卜 ・

フォーラム事務局 ( TEL 03-3407-9132) へ。



一in  f川 ation 

10月、京都で f SOUNDS PHE円E KYOT O ' 84J  

京都では、建都 1200年の行事が目白押しだ。第 6 回京

都国際現代音楽フォーラム f S OUNDSPHERE KYOT O 

'94J もその一つ。

ドイツのサウンドアーチスト Rol f Jul i us- Ul ri ch El ler.、

オランダのサウンドアーチス卜 Paul Panhuysen を招

いて、シンポジウムが、サウンドインスタレーション

カ哨林で、通りで、ギャラリーて繰り広げられる。

.1つのシンポジウム 「サウンドアートの現在形J

日時 1994年10月 9 日(日) 15:0U"'-' 18: 00( 入場無料)

会 場 京 都 ・関西ドイツ文化センター

ひと ロルフ ・ユリウス+ ウリッヒ・エラー+ ノ Tウル・

パンハウセ'ン+ 中)11真( 京都市立芸術大学助教

授) + 蔵島寛位命館大学講師)

.3つのサウンドインスタレーション

1. 口j レフ ・ユリウスのインスタレーション

ＱＰ 月 Ｖ 日 附 ｾ Ｑｯ 日 Ｈ 月 Ｉ 10:  0ト 17 目。。

嵯峨里子、野今富守桝土奥竹林

2. ウリッヒ・エラーのインスタレーション

ＱＰ 月 Ｖ 酬 ｾ Ｑｯ 日 開 10:  0ト 20: 00 

三条通り( 烏丸三条~寺町三条)

3. パウル ・ノ Tンハウゼンのインスタレーション

ＱＰ 月 Ｖ 日 同 ｾ Ｘ 日 出 ＱＰ Ｚ Ｐ ￛＢＧＭＧ ＲＰ ・ ｏｏＨ 入場無料Ｉ

寺町三条の毎日新聞京都支局講堂

なお、 10月8 日出 19 : 0U"'-' 20 ・00には、同所てに

パフォ ーマンス [ 12の琴による機械仕掛けのオー

ケス卜ラ] カ〈行われる。入場無料。

. 口 ルフ ・ユリウスのドローイング展

会期 1994年10月4日似ト16日(日) 11 :  0ト 19 目。。

橋本真之展

造形作家 ・橋本真之氏の、調臓の動宣て制下された作

品が、京都のギャラリーで展示される。

会期 1994年 10月18 日伏ト30日(日)

11 :  0U"'-' 19 :  0。

会場アートスペース虹 TEL 075- 761 - 9238 

内容 「野外空間とキ. ャラ リーを往環しながら増殖、

変成してきた作品 141 r変成期の頃J を分離・展

開し、その時併乍上にあらわれ情併午意志の外延と

して成立する 「切片群」を伴って、アートスペ

ース虹の空間に展示する J ( 作寂コメントより)

ロJ レ7 ・ユ リウス

ー

し

伽

川

町

ぷ

一相鰐控f <T >竹林てす漫予

タ十インスタレーション

は、90年からスケッチ

例苗カ明治的む遣の

両側にひろがる竹村田

中に、長さ約 l∞m に

わたって3岡田町小ス

ピーカーカ置かれる.

ユリウスのつ 〈った音

は小さい音であるにも

かかわ勺ず、現実的環

境争- A . . 竹、虫の声、

列車の通過音などーと

ー輔になって、景観を

徐々に変化させてい< .
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吉

小

錫

TEL 075- 761- 9238 

内容サウンドインスタレーション 2点とドローイン

グ 8amboo Forest  Proj ect ， f Music for a  8am-

boo Forest J  

建築環境・省エネルギー講習会

省エネルギー法に基づき、事務所、物品販売庖舗、ホ

テル・ 3徹底病院・診療所、学校の用途について、建

築確認申請時に「省エネルギー計画書J を提出するこ

とになっている現状に鑑み、建築諒情、建築設備資

格者、建築関係業務に携わる人身を主橡に、隣住宅 ・

建築省エネルギー機構は下記の講習会を開催する。

・名古屋会場 1994年 10月18 日伏) 定員 170名

会場/ ブラザー文化センター( 名古屋市中区)

・大阪会場 1994年 10月19 日附 定 員330名

会場/ 大阪科学技術センター( 大阪市西区)

・広島会場 1994年10月24日(月) 定員 120名

会場/ アステールプラザ〈広島市中区)

・福岡会場 1994年10月25 日ω 定員200名

会場/ 福岡サンパレス( 福岡市博多区)

講習科目 ( 1)日本の建築環境およひ寝室築物の省エネル

ギーに関する施策

(2腫築物の省エネルギー計画

(3漸省エネルギー基準による PAL 計算法

(4漸省エネ基準に基づく省エネルギー計算

プログラムと CEC計算法

(5漣築設備の省エネルギー計画

(6)  LCC言禍と漕五管里・改修

(7)(.憂良省エネルギー建築物の事例

講 師松尾陽氏( 東京大学教授・建築省エネルギ

一推進委員長) ほか建設省fさ宅局担当官

受 講 料 25，000円( 登録料 ・テキス卜代・税含む)

申 込 先 制 住 宅 ・建築省エネルギー機機( 干 102東京

都千代田区二番町4- 5TEL03- 3222- 6693)

m4住宅設備展/ ホーム・アメニティ』開催

(他日本能率協会、 (他日本住宅設備システム協会の共催 ・A セッション/1 0月27日 10 ・0ト 16 ・10

で、 r941: 主主設備展/ホーム・アメニティ j が東京国際 ・住宅生産行政の現状と展望/稗田祐史氏( 建設省住定

見本市会場・晴海で開催される。入場料 1000円。 局住宅生産課長)

今年は、 「ホーム ・アメニティー暮らしにやさしく」 ・新しい日本型の住宅をめぎして/国勢修也氏( 通産省

をテーマに、高齢社会に対応する住まいづくりへの提 生活産業局{ : i ! 宅産業課長)

案、環境問題に対する提案、新たな情報対応製品の出 ・豊かな暮らし に向けて→主宅産業の現状と課題ー/

展が見られる。詳細は、 (紛日本能率協会産期辰興本部 石橋毅一氏( 大和ハウス工業)

(TEL 03- 3434- 1243) へ。 国際化時代の住宅建築コス卜の考え方/ 横山被徳氏

. 94住宅設備展/ ホーム ・アメニティ ( マッキンゼー・アンド・カンパニー ・インク ・ジャノ Tン)

会 期 ＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月 ＲＶ 日 榊 ｾ ＲＹ 日仕 Ｉ ・B セッション/1 0月初日 10: ＰＰｾＱＷ ・ ＰＰ

10:  0ト 17 ・00 ・事故環境としての住まい/ 直井英雄氏( 東京理科大学)

展 示 アメリ力、カナダ、 ドイツ、オース卜リア、 ・製造物責任 ( p L) 法の成立i邸呈とその内容j; I J 崎芳

スリラン力、稼園、デンマーク、カメルーン、 雄氏( 経済企画庁国民生活局消費者行政第一課長)

台湾などi毎外華効日を含めて約220社が展示 ・「住宅・設備業界を取り巻く長寿社会の王期犬と展望J

. 94住宅・設備シンポジウ ム ( 1湛鯛詩繍一長寿社会における蝉或行政の取り組み/

会期 ＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月 ＲＷ 日同 ｾ ＲＸ 日 樹 中里喜一氏( 東京都江戸川区長)

会 場 東 京 ・ 晴 海 ・貿易センターホール 2 F  (2)デイ スカッションー松本恭治氏( 国立公衆衛生院住

朝日料 2 日通し協賛団体会員42000円 宅衛生室長) ・太田昭夫氏( 積水ハウス構法制由奔究室

|日 ノy 25000円 長) ・桜井省三氏( 東陶機器シルバー研究室参与)

建築と社会 ・1994.9 85 



【平成6 年 7月分】

月間の動き

ＲＰ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時日分 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か 5 名

検 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 1[E] 30' sEYE 介科会

ＲＲ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会習睦

出席者ゲスト・花田佳明( 神戸山手女子短期大学)

芦田委員ほか 5 名

次回の講師を交えて、当日 の内容、スケジュ

ール、資料等について検討

見学会

泉大津東地区市街地再開発見学会

ＲＷ 日・ Ｒ 時 ｾ Ｔ 時 ＴＰ 分 ・ 参知者 ＷＶ 名

第 4 回出版委員会

Ｒ Ｑ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 副 委 員 長 ほ か 7 名

E殺 事 ( 1) ( プ口のノウハウ〉と特製本の路島報告

(2}今後のテーマと執筆者選定

(3)  rプロのノウハウJ 講座シリ ーズ

出版委員会

事E躯

21 世紀へのエスキス

花田佳明「建築のことをもう少しキチンと喋ろうよ J

ＲＹ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時・参加者 ＴＸ 名

建築クラブ
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…
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第 267回朝食会

ＱＲ 日 ・ Ｘ 時 Ｇ ｾＹ 時半・於大阪グランドホテル

演題 「社と日本の文化J

講師上田正昭氏( 大阪女子大学学長)

7 月の 入 会 者 (敬称略)

岡 田 克 幸

( 昭和腔肘}

土 産 謹 三

( 昭和世計}

畠中喜代一

{ 昭和睦計}

湯士也 龍 一

{ 昭胸腔計)

中村 篤史

( 安井副書簡世計事暗所}

寺北也洋之

{ 大阪工雛大掌]

宮 野 E里文

( 自1 &1金計}

甘 中 裕 樹

( 修居直世専門学植)

高草大次郎

( 大胆大学)

明

明

一
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大

出

甲
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〔団体会員 l ヰ幻

側川口建築事務 所

目国人会員20名〕

小 )1 鴎 H一郎

{ 昭和位計}

勝 元 昭 教

{ 昭和股計)

南聖子雅司

( 昭和殴肘)

深 水 征 俊

t昭和世計)

米 本 豊 一

( 昭和世肘}

山 田 功 次

( 安弁温聾世肘' 輔所)

西 島 秀j台

{ 稲井組)

〔法会員 7 名〕

井 上 豊 隆

{ 聞西大学}

田 村 輝 彦

{ 近岨大型炉}

魔;頼 敦 子

( 大臨市立大掌)

事 平 成 6 年 9 月号「水と建築J (仮称) 特集内容

の検討

第 4 回械室分科会

ＲＰ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 4 名

議 事 「概宣美」特集の企画

第 4 回編集委員会

ＲＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時・於本会会蛾室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 2 名

検 事 ( 1) 7 月号「住空間における居どころへの視点」

特集結晶報告

(2) 8 月号「まちなかの看板上「竹中工務庖・住

まうーその設計思想J 特集能血報告

(3) 9 月号「水と建築デザインJ .  r日本建築総

合試耳貴所創立30周年記念J 特集経過報告

(4) 10月号 rc G シミュレーション」 ・「村野、

森建築事務所」特集也畠報告

(5) 11 月号「概童美」・「集合住宅団地」特集経

過 報 告

(6) 12月号「青年技術F 首J 特集経過報告

( 7 作品作風

(8湯量車丘関係

Ｈ Ｙｾ 収支状況報告

第 3回「大阪建築学生企画 (da)J コアスタ ッフ会議

ＲＶ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時・於本会会 書 集室

出 席 者 塚 口 委 員 他 6 名

議 事 大 阪 建 築 学 生 企 画 (da) 発足に向けて

第 2 回施工材料分科会

ＲＷ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出席者小宇佐八重幹事ほか 4 名

検 事 「特集の企画」

第 5 回作品作風小委員会

ＲＸ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 7 名

検 事 ( I}l ' 乍品の掲載状況並ひ1ニ掲載予定の報告

(2}作品の選定「新建築鯛査表J

(3)  r Gall eryJ 掲載報告 ・予定

(4)  r S KET CH  B OOK欄」の掲載予定

事業委員会

議

第 4 回若い会員の集い小委員会

Ｕ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉｏ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 7 名

誠 事 ( け今後の予定について

(2)  r委員の時間」

第 3 回広報小委員会

Ｖ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 珍本会会機室

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 12名

検 事 ( 1糊回事業委員会の報告

(2)第 l 、 第 2 分科会からの報告と検討

第 3 回見学会小委員会

Ｑ Ｔ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ゆ 介 ・ 珍本会会機室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 4 名

検 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3}今後の予定、候補について

第 3 団事業委員会

第 l 因企画委員会

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｓ 時 ｾＵ 時 ・ 松本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 6 名

オブサ'ーノて市川会長人三品副会長

経営収支改善策( 団体会費改定等J について

第 4 回会員企画小委員会

Ｕ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＷ 時半・於本会会説室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1) r建築と社会J ( シリーズもの) の報告と掲

戴 予 定

(2滞庁しい企画案について

第 4 回広告企画小委員会

Ｖ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時山手ト ・ 珍本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 7 月号「住空間における居どころ」特集 ・

「暑中見舞いJ 広告途中経過報告

(2) 8 月号 「まちなかの看板上「竹中工務底

住まう J 特集広告途中値畠報告

(3) 9 月号「水と建築のデザイン」 ・旧 本 建 築

総合言式貫好斤」特勧玄告途中也畠報告

(4) 10月号の r C G コンピュータ ・グラフィッ

ク」・「村野、森建築事務所J特集広告途中経

過 報 告

(5) 11 月号以降の独自特集広告途中路島報告

(6昨 品 作 風 報 告

(7阪 支 状 況 報 告

合同介来住特集第 2 回会議

Ｗ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於竹中 工 務庖会犠室

出 席 者 中 村 幹 事 ほ か 4 名

議 事 平 成 7 年 l 月号合同特集内容検討

会員企画小委員会 r wJ 座談会

Ｑ Ｒ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出席者亀井暁子氏( 京都大学大学F完) 、菊士也登子氏( 歌

一洋建築研究所) 、吉弘元美( 旗木工務底) 、塚

口委員( 司会)

Welc omi ng- I  1  r大学卒業設計展て輝 い た 女

，性l

第 4 回設備王子科会

ＱＴ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 絵本会会議室

出 席 者 村 上 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) r建築設備の C Gシミュレーション」特集

の企画

(2)  r設備の頁」の企画

第 5 回 計 画 介 科 会 建 築 系 ー

ＱＵ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 石 山 幹 事 ほ か 4 名

会勢壬里事会

ＲＲ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 銭 高 副 会 長 ほ か 6 名

オ ブ ザ ー バ 市 川 会 長 、 三 品 副 会 長

会員増強について

企画委員会

編集委員会

理 事 会

事

事

「

建築 と社会 ・1994. 9

テーマ
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テトカッバー防水
奥山化工業械式さ社

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル TEL03( 3571 ) 2703附 F AX03(3571 )0264 

大飯事輔所 TEL06(391) 1081 - 2向 X 06(395)2109 名古屋出彊所 TEL052(811 )  3660 

償提宮軍所 TEL045(320)4832 FAX045(320)  4765 曙 本 出 彊 所 TELO叫 2(21) 1761FA叩 叫2(23).1341

カ y パー防水帯 コーパータイトオクロン防羽田

資事唱をご鵬* 下さい。

埼玉宮寮所 TELO叫 (774)2845 五 械 出 彊 所 TEL0292(28)  08 78FAX0292 (28)  2614 

11  ｾｾ ｙ ｦ＿ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1Q( TSビル)

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( f t )  

・東京/ 横浜/ 盛岡/仙台/ 水戸榊岡/ 岡崎/ 名古屋ゾ富山/ 大津/ 京都/ 神戸/ 広島情松/福岡/他全国主要書肺

任3 四六判 m頁 定 価1700円

上村武Ｈｾ防日本住宅・木材技術センタ一顧問Ｉ著

ｅ 竺竺 ｾｊ ｏＩ ｬ ｩｉｾ＠
主 な 目 次

回木造住宅の住みごこち

木は調湿の主役/ 木は熱を伝えにくい/ 木の床

はダニにき らわれる / 木の家の結露/ 人にやさ

しい木の感触/ 建物 t 放 射 線 他

回木造住宅の強さ

木造住宅と地震/ 木材を他の材料とくらべる

と/ 背高木造/ 住宅の性能を保証する 他

回木造住宅は長持ちするか

建築材料の老化のしくみ/ 木造住宅の寿命/ 火

に強い木造/ 鉄やアルミが燃える / 鉄を木で保

護する / 虫に食われる / シロア リの 話 他

回新しい木材

集成材L V L / 新しい板材料/ 木の粘土細工/ 狂

わない腐らない木材他

回木は生きている

赤ちゃん木材/ 木の伸び縮み/ 木のかおりの薬

効/ 熱帯雨林の消失/ r木を切るな 」は誤り / 木

はかけがえのない栽培資源他

企画/ 日本建築協会

木と木材を愛する人々へ木づくりの謹蓄50話

知っているようで知らな い木の特性や木づくりのあり方を，木材のも

つ長所の生かし方，短所の補い方と共に情熱を込めて紹介. 特に木と

木づくりについての誤解や偏見を， 多くの実例をあげることによ って

解消することを試み た. さ らに，林業と環境問題， 地球の温暖化問題

に対する木の役割などまで，わかりやすく 謹蓄を込め て言及 した.

干6∞京都市下京区木津民僑通商i両院J I ( 入

f t  075- 343- 0811 磁符/ 京都0- 26789
(械学芸出版社
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88 

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本 社 ・本 庖 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電 話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 電 話 06 ( 302)  2270 

支 庖北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

ｾヲイヲ〉械式会社
本庖・大匝本社 〒550λ: fJ_(rli 両 (>(;1 戸 堀 I I i l9酔25サ 屯訴(06) 441 8231 

東 京 本 社 干102 外(，;. : r. n 代川 tq; ¥1は2 l i  115需 IO-¥.) 電話{υ313261 民231

支 社 れ山" " .  ｾ，｜附

主 唐 札Ｎｾ .  1M; 祈向 ) . : H ' r.1 t ，楠 ig 宮町制 S点目11' 伸 ド . .l<l'I' .  .  1吋山

J;': 品 商 船 ー 熊 本

世揖所 帯広尚航 ｉＧ￭ Ｎ ｾ . 枇 111 .  rs: l刈l i i J 儲L < 肝柿 Itl .  rl.川 . jlt . "，;CtlJ

制 作 i 1; 山・松 11/- 高 知 北 九 州 鹿 児 品 郎 副

出 張 所 旭川. h'. i品ー川崎ー松I1 憶品 ト ｉｾｉ .  1.長崎 A. '/t .  H崎

海 外 支 庸 ン ン ガ ポ ー ル ホ ン コ J

技簡研究所 干154 均 五県人 IlI lm; 二 品 町 大 I 北ホ H却 0酢地 ・' ，It，叫 (0492) 剖 1511

空気調和設備 / " X' ¥ 産 業 設 備

給 俳 ;J< 設 備 ! J 冨¥1 ノ'J < 処 埋 施 設

電 気 設 備 マー"""v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取 締 役 大 阪 支 底 長 三田村 嘉也

大 阪 支 底 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06(202) 3071 ( 代表)

本社・東京本底 東京都千代田区有楽町1 - 4- 1 電話03 (3502)  6111 ( 大代)

支 盾 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国・東北・北陸・神戸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 家 畜 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都 中 央区 日本糊腐投開T 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
本 社

東京本庖

大阪本宿

支 庖

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

三 晃 空

大阪市中央区域見2丁目 l番61号Y イノ2IMID. ? ワー

ｾ式会社 調

ltL話 06- 949- 1371

m話03- 3344 - 1911

電話 06- 363- 1371

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13 番 20 号

仙台 ・償浜 ・名 古 屋 神 戸 ・広島 師岡

札眺 ・京都 ・絵江

背森 ・秋田 ・盛岡 ・大宮 ・千葉 ・川崎 ・山製 ・富山 ・福 井

和歌山 ・鳥取 ・岡山 ・高松 ・下関 ・熊本 ・宮崎 ・鹿児島 ・沖 縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 臓 へ 繍 で 挑 む一 一 一

( O)  株 式 会 社 書 研

む闘 ・ 一 一 -

4' 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンタービ ル 1 .  2階)

手1;1出番号542 ［ ｉｩ ｾｩ 両大阪 ＨＰＶＩ 768- 5  0  3  1  代 表

ノノテナノス部' ; li. 目前 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1  代 表

東京J i f r 1i 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ビル 7 階)

郵便番号112 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代 表

商白は空気ですo ¥ '  ｾ＠
圃 ・・ 黙 と空気の工ンジ二 戸 一 -

LK: J 55t  
・宮

ガス訟備の般計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 m 06- 466- 2268 

大 阪 営換 所

枚 方 営機 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  m0 7 2 0 - 4 9 - 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

3522西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 呑 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支r.5 ・営戎1p.斤 千百問 ・京者11・天 理 ・川西 ・や1

'

戸

O K U J U  

邑箆rc:11sL愈容もお@{ b長三諒錆定予窃§

「大規模天井無足場工法j

内外蓑創作パネル・システム天井・間 仕 切

問主社オクジ: コー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530

TEL ( 06)312-4131  FAX (06)312-7998 

東京・九州・横浜田名古屋仙台・宮崎京都

⑧繰泊儲様式会在

代表取締役社長 依 藤 孝 行

干534 大 阪 市 都 島 区 中 野 町2丁目 10番 11号 T E L ( 06)351- 542以内

F A X( 06) 351- 5299 



Ｒ 宅ｾｉｧｦ，Ｎ嗣 ｓ
C;"i'T 

⑨日本管工業株式会社

設計並施工

-ーーーーーーーーーーーーーーーーーー‘ F 可: 1: 11 唖: 1

キー-ー....
⑪ 東洋:;;7LL;; ;j 西 地 区ｻ江ｾＩ日 ＺｬＡ Ｚド ｾｩ き社

本 社 及 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 凹T 2 0 番 地 の l

電 話 ( 681) 5 1 0 1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1 0 4 5  

大阪市北区間前1- 5- 20 電 話 ( 06) 352- 3501附

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電話( 0592) 26- 361001:) 

四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53- 7431制

大津市中央2丁目 4- 28 電話( 0775) 22- 9738((- 1:) 

大 阪 支 l吉

三 重 支 庖

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

社

設 計 施 工

ム

-

A

式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術'x会会6 0

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都015(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3514) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡ω2( 111 ) 6 1 6 8

賞本山代表取締役

‘ y 〆

ぜ

Z

E

9

 

j

9

 

B

ザ
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5
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本

ー主義轟圭美観

ネ土
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

。 言I

工

興

裕

岡

敏

計

一

一

一

井

設

と

事

一

厄

i

工

A

Z

桁

気

者

U

諏

電

緒

的

支社長

大阪市中央区高麗縞4 丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿 ・神奈川・東関東・中部 ・九州|

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビJ レ5 惜)

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁目 1 7 祷 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州 | ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

盾

本

支

営 業 所

電気段備・昔十義制御盤備・空開設備・クリー ンル ーム訟備 ・プラント段備

鉛排水衛生設備・エネルギー集中監視システム 設計施工

三宝電機微武会社

取締役社長 Ｍ ｩＱｾ 納秀一

F
，
，
一、

市

・
吊
叫
凶
、

u

do-

'U

仙

事 在 干5却大飯市北区西天J I 1- 6- 8狙ピlレ) TEL 田α&1)1471.  FAX 00(364)5533 

車京王在干1田東京也君区新鑑ー16(ニュー斬蝿ピM T E UlJ(J5倒)0131. FAXω( 捌 )U2sII

s oti l ! > 干461 名古車市北区童1' 11-12-14 TEL飽 (9制)5131・FAXO包(914)7535

神戸支居干 ＶＹ 縛戸市置区岩量年町 ＱＭＲｾＨ 工ピスピ ｊ レ Ｉ TEL078( 釧 )591・FAX078(871)6261

m研究所有田大阪府締官三宝旬七T3邸 TELOn1(17)8( )8.  FAXOn1( 17) 1似

人と都市の快適な環境をつくります

- 空閥・給排水・衛生放備

空貴闘和

I l ・配菅

水盤理

コージェネレーション

クリーン Sレーム

・プラント

プラント計轟

システムエンジニアリング

- - " 叫 哨 別 M をO /J ; Nr- _ .

ｾ一一六全人

令 住 友 電 設 株 式 会 社 説 ;iZ諮問誌跨! 日間3izj;!?

- 情鰻通信設備

情岨温情ネ y トワーク

情輔島理

温情システム

融通γ ステム

・電力流通役情

豊置電

架空送配電

地中道配電

世・糧自股肘・施工・監理

・電気段備

畳宜電・軒蝿

動力・制劃甚置

電 語、融送. インターホン

防犯、防虫

' *' 失監視酬劃

システム肘甚

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大 阪 市 平 野 区 加 美 北 3 - 4 - 5

T E L 0 6 (792)  585R F AX 06 (792)  2810 

大阪市西区西本町 l の 13の33

T EL. 06- 532- 0 461 ( 代表)

f AX. 06- 535- 518 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪ 絞 " 榊 業 締

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

-__ .1 Ld _ _ _  .  
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Const r uct i on chemi s t r y  f or t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ー:!::!?!?)Ｈ株Ｉ副ｾＡｊＺｊＡｊ ｄＺ
練式会主t 王 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 主 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支唐 大阪市中央区北浜3- 2- 23( f宮量ピル)

T  E  L  06-202- 3294 

1111
11 場

一

二

工

第

第

。 ｟ｾ｜｜ｊｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人九
Jるごシベ ー- 今

日ロバイナリーシート P

り合わせ技術て相暗した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 批 判 開 干 代 田 区 捌 2 T 目 間( 干佃ピル)

デンカC S Aファミリー製品

-安ニ.I n C S A ( 膨張 |生混和材) コンクリートのひびわれ防止に

.  =r. :"n Ｇｉｾ， ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウ ト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・寄与n守ョーデ・J 'J，ヌ(建造3 切 ) コンクリート躯体の漏水補修に

・安二. I n E S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・雪ニ. InI I OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都 ・制野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

EL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守山 ( 0775 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

会式株産物洋光

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0 6)  T E L 大 阪
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米国で25年、日本で20年を超え

本格発売後、わすカ、6年で900，000而の実績をもっ

一液ウレタン塗膜防水材/

る

実

績

t  

y，-

ｾ＠

関西国際空港立体駐車場に47，500ni 施 工 /

施工箇所 : 立体駐車場北棟及び南棟l蚕上、スロ ープ及び中j冒附外問まわり

3 N I  

Scotch- Cl ad陶

デ1yキコーティシク、防水システム

〈主な用途〉

駐車場専用 ヒ〉。一般ビノレ尾上駐車場。|坊水を必要とするヒツレ

崖上、通路、料路。バルコニー。ベランタ〉尾 |人l 防水通路。配送

センタ一。スタジアム。

. 住友スリーエム株式会社

接着剤製品事業部

本社/ 干 158東京( . 111り. 山谷区 l一川内 2- 33ーl

東京 主的/ 〒 158東京附世間谷区玉川 f i 2-33- j ｾｲｴ 話 ＰＳ Ｈ ＵＷＱＶ Ｉ ＷＳ Ｑ Ｘ

名古長支桁 Ｏ 干 ＴＵＴｾ 片山 ｨｬｲ 有中川区西日出 Ｒ Ｍ Ｓ Ｍ Ｕ Ｈ 名鉄 交 通ビ ルＩ '，I!: 話052(322)9629

大阪支j占/ 〒532大阪 市淀 川区凶中 1::，4- 1- 1(  tl (，'1  J立川1 ピル) '，[I. ，活06( 305)3134

舎、業界で注目の先進、多機能防水材/

強い/ 軽い/ 美しい/ 理想の防水工法。

デ》キコーティング特長とは・..

・完全露出工 法/ ー液タイプてい工程短縮/

・車の通行に耐える強制さ、兆五111が証明する耐久性 /

・大 |陥な 軽 量化 を 実 引 / 佳 築 基 礎、構造の省力化 ていコス

卜夕、ワン0

・下地のクラックにも柔軟に対応 /

・つぎ目のない美しし、仕よがり !

・万一のトラフコレにも補修が簡単 !

人がいる。夢がある。3 N I
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フランスが生ん挺ハイブE

との夏、にぎb いをみせた世界リゾート博。

この申でも、申世阿建てBれたスペインの古械を

再現したテーマパーク『ボルトヨーロッパ ｊｉｾ 、

ひときわ衆目を集めていました。

この吉械の舛壁を彩ったのがラビーテイス。

4 0 0年の歴史が生l We 石の風格と色あいが、

ラピーディスの新按術でみごとに蘇りました。

天然の無機素材か5 生成したハイフ' 1 ) ッドな

石材「ラピーディスj は、

・ニーズに合わせた形状、テクスチャ一、色相を再現、

・インテリア、エクステリアのどちSI こも使用可能、

・モダン調か5アンティーク調まで、幅広いスタイル

を演出できる砿ど、新建材として新新な特徴を数多く

備えていま宮L 壁画・フレスコ・柱・窓まわり・階段・手

すりなど、高度な装飾性を求められるものに最適です。

幸華i志 03379- 9  

開発課 干540 大阪市中央区谷町5- 6- 14上町ビル

T Eし06- 762・5661 FAX. 06・762- 1074

海外建材事業本部 〒107 東京都港区元赤坂1- 3- 4元赤坂Y Kビル

T EL. 03・5474・6054 FAX. 03・5474・6386

大阪支庖

. お問い合せは下記へ

大興物産株式会社

TAIKO TRADI NG CO. ， LTD. 


